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町
長
退
任
に
あ

た
り
ま
し
て
、
町
民

各
位
に
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
任
期
満

了
に
よ
り
町
長
職

を
退
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
私

は
多
く
の
町
民
の

皆
様
の
ご
支
援
を

賜
り
、
平
成
十
九
年

十
二
月
七
日
に
町

長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
二
期
八
年
間
に
わ
た
っ
て
町
政
を
お
預
か
り
す
る
な
か
で
、

町
民
が
主
役
で
あ
る
こ
と
、
公
平
公
正
で
透
明
で
あ
る
こ
と
、
分
か
り
や
す
い
町

政
で
あ
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
、
質
の
高
い
世
界
遺
産
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標
に
し
て
、

健
全
な
財
政
運
営
を
心
掛
け
、
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
慎
重
・
着
実
・
堅

実
で
活
力
み
な
ぎ
る
町
政
運
営
に
渾
身
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
、
私
の
胸
に
込
み
上
げ
て
く
る
の
は
、
多
く
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
議
会
議
員
各

位
、
そ
し
て
力
強
く
支
え
て
い
た
だ
い
た
町
職
員
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
住
民
の
意
識
や
価
値
観
の
多
様
化

や
行
政
ニ
ー
ズ
の
複
雑
・
高
度
化
の
傾
向
に
あ
る
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉

え
、
着
実
に
新
町
の
建
設
に
邁
進
し
、
社
会
基
盤
を
整
備
・
充
実
し
、
今
日
の
富

士
河
口
湖
町
を
形
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
地
域
間
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
富
士
ケ
嶺
地
区
に
お
い
て
は
、
畑
地
帯
総

合
整
備
事
業
、
富
士
豊
茂
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
、
富
士
高
原
診
療
所
や
簡
易

郵
便
局
の
開
設
、
移
動
販
売
車
の
導
入
、
本
栖
地
区
で
は
、
本
栖
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
、
本
栖
公
民
館
周
辺
整
備
事
業
の
着
手
、
精
進
地
区
に
お
い
て

は
、
精
進
湖
活
性
化
協
議
会
の
拡
充
、
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
、
西
湖
地
区
に
お

い
て
は
、
ク
ニ
マ
ス
展
示
施
設
整
備
事
業
、
蝙
蝠
穴
施
設
整
備
事
業
、
い
や
し
の

里
根
場
の
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
他
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
の
創
出
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
福
祉
政
策
と
し
て
、
健
康
プ
ラ
ザ
、
健
康
科
学
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
福
祉
施
設
パ
ル
・
パ
ル
、
ふ
れ
あ
い
こ
ど
も
館
な
ど
が
あ
る
場

所
に
新
た
に
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
や
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
備
え
た
、
町
民
福
祉
館「
ふ
じ
や
ま
」を
建
設

し
、
全
て
の
町
民
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
「
福
祉

ゾ
ー
ン
」を
整
備
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
築
や
小
立
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
船
津
保
育
所
の
整
備
に
着
手
し
た
ほ
か
、
介
護
慰
労
金
支
給
事

業
、
手
話
通
訳
者
設
置
事
業
、
つ
ど
い
の
広
場
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
、
よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
事
業
、
婚
活
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
教
育
面
で
は
、
河
口
湖
南
中
学
校
の
改
築
を
は
じ
め
、
西
浜
小
中
学
校
屋
内

体
育
館
建
設
、
全
て
の
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、
町
単

独
教
諭
・
養
護
士
配
置
事
業
、
少
人
数
学
級
の
促
進
、
新
し
い
教
育
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
導
入
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
や
富
士

登
山
の
体
験
学
習
、
船
津
小
学
校
改
築
事
業
の
着
手
な
ど
を
実
践
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
と
の
友
好
都
市
締
結
、「
Ｆ
Ｍ
ふ
じ
や

ま
」
の
開
局
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
景
観
計
画
・
景
観
条
例
の
策
定
、
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
非
常
用
自
家
発
電
機
の
設
置
、
東
京
都
中
央
区
・
埼
玉
県

羽
生
市
・
秋
田
県
仙
北
市
と
の
災
害
時
相
互
援
助
協
定
の
締
結
、
河
口
多
目

的
広
場
整
備
事
業
、
長
浜
親
水
公
園
建
設
事
業
、
船
津
登
山
道
の
電
線
地
中
化

事
業
な
ど
将
来
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
成
し
遂
げ
た
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登

録
は
町
民
の
大
き
な
誇
り
で
あ
り
ま
す
。こ
の
大
切
な
宝
物
を
「
守
り
」「
育
み
」

「
学
ぶ
」こ
と
に
よ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
素
晴
ら
し
い
環
境
を
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
富
士
河
口
湖
町
の
発
展
の
礎
と
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
、
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ

し
い
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。私
は
、
多
く
の
先
人
、
先
輩
方
が
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

え
、
築
き
上
げ
た
今
日
の
輝
か
し
い
富
士
河
口
湖
町
を
こ
よ
な
く
愛
し
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、町
長
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

八
年
間
　
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力

　
　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

埼玉県羽生市との協定調印式 富士山世界遺産登録伝達式 新教育センター設置 町民福祉館ふじやま竣工式
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2,563
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55
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男
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計
男
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計
男
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計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計

第１投票区

第2投票区

第3投票区

第4投票区

第5投票区

第6投票区

第7投票区

第8投票区

第9投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

合　計

有権者数 投票者数 投票率
富士河口湖町長選挙平成27年11月22日執行新町長・町議会議員が

決まりました
　11月17日に告示されました町長選挙は、11月22日
に投開票が行われ新町長に渡辺喜久男氏（66歳）が
当選しました。また、同じく17日に告示されました町
議会議員補欠選挙は定数2名に対して2名の立候補者
で、届け出順に
外川満氏（48歳）と渡辺正己氏（57歳）の両氏が無
投票で当選しました。
　この結果を受け、町選挙管理員会では、24日に新
町長と2名の新議員の方々に当選証書を付与いたしま
した。
　新町長の任期は平成27年12月7日から4年間、2
名の新町会議員の任期は平成29年10月15日までと
なります。

平成27年11月22日執行
富士河口湖町長選挙　確定

渡辺喜久男
流石　恭史

8,375票
5,910票

投票率68.79%

外川　満氏（48歳）
渡辺正己氏（57歳）

無投票当選した新議員

桐
畑
　
恵
茉
　
　
裕
　
明
・
美
由
紀
　
船
津

石
井
　
李
空
　
　
久
　
照
・
千
　
絵
　
船
津

権
守
　
優
杏
　
　
弘
　
樹
・
み
ゆ
き
　
船
津

宮
下
恒
太
郎
　
　
和
　
正
・
知
　
美
　
船
津

在
原
　
晃
陽
　
　
大
　
喜
・
絵
　
美
　
船
津

岩
佐
　
寧
々
　
　
克
　
圭
・
明
日
香
　
小
立

渡
邊
　
美
空
　
　
　
陽
　
・
美
　
穂
　
小
立

桑
原
　
碧
生
　
　
修
　
一
・
千
絵
美
　
小
立

太
田
さ
く
ら
　
　
広
　
之
・
つ
ぐ
み
　
河
口

堀
内
　
英
亜
　
　
　
努
　
・
志
　
信
　
大
石

倉
澤
く
る
み
　
　
謙
　
一
・
裕
　
子
　
勝
山

宮
下
　
紀
行
　
75
歳
　
宮
下
　
光
子
　
船
津

梶
原
ツ
ネ
子
　
85
歳
　
梶
原
　
一
郎
　
船
津

外
川
モ
ト
コ
　
93
歳
　
外
川
　
倍
美
　
船
津

外
川
さ
だ
　
　
94
歳
　
外
川
　
久
一
　
船
津

松
浦
　
鈴
美
　
77
歳
　
松
浦
　
鐡
夫
　
船
津

五
味
キ
ヱ
子
　
90
歳
　
内
山
　
真
妙
　
船
津

親
松
　
保
之
　
78
歳
　
親
松
　
保
彦
　
船
津

外
川
　
佐
重
　
89
歳
　
外
川
　
弥
平
　
小
立

渡
邊
　
成
行
　
84
歳
　
渡
邊
　
寛
康
　
小
立

岡
部
　
　
　
　
91
歳
　
岡
部
　
一
朗
　
小
立

渡
邊
　
　
繁
　
98
歳
　
渡
邊
　
　
悟
　
小
立
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ま
ち
か
ど
情
報
局

ま
ち
か
ど
情
報
局

Street  corner  Intelligence  Agency
まちかど情報局まちかど情報局まちかど情報局

ス
イ
ス
の
ツェルマッ
ト
と

　
　
　
　
　
友
好
都
市
締
結

1
災
害
時
緊
急
放
送
に
係
る
防
災
協
定

2
　
11
月
15
日
の
町
制
祭
に
併
せ
て
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ

ト
と
友
好
都
市
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。富
士
河
口
湖
町

が
国
外
の
地
域
と
友
好
都
市

を
結
ぶ
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
は
マ

ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
あ
る
ス
イ

ス
の
村
で
環
境
に
や
さ
し
い

観
光
地
と
し
て
国
内
外
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
山

鉄
道
が
走
り
、
ガ
ソ
リ
ン
車

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
村

の
中
を
走
る
車
は
す
べ
て
電

気
自
動
車
だ
そ
う
で
す
。

　
環
境
と
観
光
の
両
立
を
目

指
す
富
士
河
口
湖
町
に
と
っ
て
最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
関

係
が
築
け
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
末
永
い
友
好
関
係
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
11
月
13
日
に
河
口
湖
有
線
テ
レ
ビ
放
送
、Ｆ
Ｍ
ふ
じ
や

ま
、
富
士
河
口
湖
町
の
３
者

に
よ
る
防
災
協
定
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。
２
年
前
の
大
雪

の
経
験
か
ら
も
、
災
害
時
に

一
番
不
安
を
あ
お
る
の
は
情

報
不
足
で
す
。
正
確
で
き
め

細
か
な
情
報
を
迅
速
に
発
信

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
防
災

無
線
や
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
協
定
に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
て
い

る
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
か
ら
も
災
害
時
の
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
12
回
富
士
河
口
湖
町
文
化

祭
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
教
育
文
化
の
向
上
や
文
化

の
深
奥
の
ご
尽
力
に
対
し
教
育

功
労
賞
に
伊
藤
正
一
さ
ん
、
文

化
功
労
賞
に
渡
辺
𣳾
吉
さ
ん
、

覚
賞
に
故
小
池
實
子
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
伊
藤
さ

ん
よ
り
「
こ
の
感
激
を
糧
に
な

お
一
層
努
力
し
精
進
し
て
い
く

所
存
で
す
」
と
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。み
な
さ
ま
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
第
12

回
町
制
祭
に
お
い
て
町
政
功
労

賞
、
善
行
表
彰
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

長
年
に
渡
り
町
議
会
議
員
を
お

努
め
に
な
ら
れ
た
渡
辺
喜
久
男

さ
ん
、
流
石
恭
史
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◯
町
政
功
労

　
　
渡
邉
忠
男
様

　
　
相
澤
泰
良
様

　
　
小
林
武
様

◯
善
行
表
彰

　
　
ヴ
ェ
ク
ソ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
古
屋
光
幸
様

　
　
渡
邊
曻
様

　
　
勝
山
老
人
ク
ラ
ブ
様

◯
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　
三
浦
伊
織
様（
カ
ヌ
ー
競
技
）

　
　
中
村
龍
太
郎
様（
自
転
車
競
技
）

　
10
月
６
日
に
河
口
湖
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
中
野
貴
民
会
長
）

の
会
員
が
、
国
道
１
３
７
号
線

や
、
畳
岩
を
中
心
と
し
た
船
津

浜
駐
車
場
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
富
士
山
の

世
界
遺
産
登
録
以
前
よ
り
毎
年

恒
例
の
行
事
と
し
て
、
ご
み
拾

い
等
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
地

域
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
も
会
員
10
名
が
一
段

と
冷
え
込
み
が
増
し
て
き
た
早
朝
よ
り
作
業
を
開
始
し

て
、
１
時
間
程
の
作
業
で
不
燃
物
、
可
燃
物
合
わ
せ
て
お
お

よ
そ
30
㎏
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。ゴ
ミ
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
畳
岩
の
ベ
ン
チ
周
辺
に
は
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
、
植
え
込
み
の
中
に
は
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
袋
、
岩

の
隙
間
に
は
空
き
缶
と
、
目
立
た
な
い
場
所
に
は
ま
だ
多

く
の
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。「
清
掃
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
不
要
に
な
る
よ
う
な
美
し
い
環
境
が
、
い
つ

の
日
か
来
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
会
員
は
話
し
て
い
ま
し
た
。ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
様
よ
り
37
万
円
を
超
え

る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
「
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

の
会
場
が
、
富
士
河
口
湖
町
内
に
あ
る
富
士
桜
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
今
年
も
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
環
境
保
全
、
自
然
保
護
等

に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

5
フ
ジ
テ
レ
ビ
様
よ
り

　
　
　 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

6

第
12
回
町
制
祭
で
表
彰

　
〜
町
政
功
労
賞・全
校
表
彰
賞・ス
ポ
ー
ツ
賞
〜

4

受賞者代表渡邉忠男様による謝辞

第
12
回
文
化
祭
で
表
彰

　
〜
教
育
功
労
賞・文
化
功
労
賞・覚
賞
〜

3

さ
と
る
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まちかど情報局まちかど情報局まちかど情報局

　
富
士
ヶ
嶺
地
区
の
山
口
朝
康
さ
ん
の
牛
が
中
部
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
品
評
会

で
優
勝
し
た
記
事
を
８
月
号
の
広

報
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
10
月
23

日
か
ら
26
日
の
日
程
で
、
北
海
道

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
『
第
14
回
　

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
』

に
お
い
て
、
本
県
を
代
表
し
て
富

士
ヶ
嶺
地
区
よ
り
出
品
し
た
３
頭

が
各
部
門
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
入

賞
に
選
ば
れ
る
健
闘
ぶ
り
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
り
す
ぐ
り
の
３
０
０
頭
余
り
の
牛

た
ち
が
、
年
齢
ご
と
に
18
の
部
門
に
分
か
れ
審
査
さ
れ
、
我
が

町
か
ら
出
品
の
３
頭
の
成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。（
敬
称
略
）

　
山
口
朝
康

　
　「
マ
ウ
ン
ス
　
ス
テ
ィ
ン
グ
　
ミ
ク
リ
ン
号
」

　
　
第
６
部(

36
月
未
満)

　
１
等
賞

　
江
野
澤
伸
一

　
　「
リ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
　
ダ
ミ
オ
ン
　
キ
ム
号
」

　
　
第
12
部(

４
歳
以
上
５
歳
未
満)

　
２
等
賞

　
江
野
澤
伸
一

　
　「
リ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
　
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
　

　
　
　
キ
ム
　
Ｅ
Ｔ
号
」

　
　
第
14
部(

６
歳
以
上)

　
１
等
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
賞

　　
11
月
７
日
（
土
）
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ジ
ヤ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム

主
催
に
よ
る
「
富
士
山
の
環
境
を
守
る
清
掃
活
動
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
富
士
山
が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ

る
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
17
回
目
を
迎
え

た
そ
う
で
す
。

　
当
日
は
４
つ
に
班
に
分
か
れ
、
途
中
で
一
杯
に
な
っ
た

ゴ
ミ
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
担
当
者
が
回
収
す
る
形
で
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

活
動
で
は
産
業
廃
棄
物
も
多

数
見
つ
か
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
片
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
用
の

ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
ブ
ル
、
古
タ

イ
ヤ
も
10
本
以
上
回
収
さ

れ
、
今
回
の
活
動
で
収
集
し

た
ご
み
は
約
３
ト
ン
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
今
後
も
、
日
ご
ろ
の
啓
蒙

活
動
を
継
続
し
、
こ
の
よ
う

な
清
掃
活
動
も
根
気
よ
く
続

け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。フ
ジ
ヤ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
に
富
士
河
口
湖
町
建
設
安
全
協
議
会
（
渡
辺

文
美
会
長
）
の
会
員
と
役
場
都
市
整
備
課
の
職
員
が
合
同

で
、
富
士
ヶ
嶺
地
区
や
西
湖
地
区
な
ど
、
富
士
河
口
湖
町
内

の
国
道
、
県
道
、
町
道
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。当
日

は
９
時
か
ら
の
出
発
式
で
古
屋
副
町
長
よ
り
感
謝
と
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
役
場

職
員
が
３
つ
の
班
に
分
か
れ
て
紅
葉
が
色
付
き
始
め
た
各

地
の
道
路
清
掃
に
出
発
し
、
午
前
中
の
短
い
作
業
で
不
燃

物
と
可
燃
物
合
わ
せ
て
30
㎏
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
普
段
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
町
に
対
し
て
恩

返
し
の
意
味
を
込
め
て
、
道
路

清
掃
や
河
川
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
年
に
２
、
３

回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
重
機
や
ダ
ン
プ
な
ど
を
使
っ

た
建
設
業
な
ら
で
は
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
計
画
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
建
設
業
協
会
の
み
な
さ
ま
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
11
月
５
日
に
町
内

の
小
学
校
・
中
学
校

・
高
校
の
児
童
生
徒

会
の
方
々
が
集
ま
り

「
町
長
さ
ん
と
語
る
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
病
気
療

養
中
の
渡
邊
町
長
も

駆
け
つ
け
、
子
供
た
ち

の
と
意
見
交
換
に
参

加
し
ま
し
た
。今
回
の

事
業
に
参
加
し
た
児

童
か
ら
は
「
普
段
は
あ

ま
り
話
が
で
き
な
い

他
校
の
方
た
ち
と
た

く
さ
ん
話
が
で
き
、
町

長
さ
ん
と
も
意
見
交

換
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
な
体
験
で
し
た
」
と

充
実
し
た
様
子
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
に
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｅ
Ｌ

Ｌ
を
会
場
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
富
士
河
口
湖
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
河
口
湖
商
工
会
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
さ
ん
な
ど
商
工
業
の
方

々
を
中
心
に
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
今
年
初
め
て
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
生
憎
の
空
模

様
の
た
め
予
定
し
て
い

た
屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
縮
小
し
屋
内
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
が
、
富

士
河
口
湖
町
出
身
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
は
じ
め

多
数
の
方
々
が
登
場
し

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

富
士
河
口
湖
町
建
設
安
全
協
議
会
が

道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た

9

町
長
さ
ん
と
語
る
会
が
開
か
れ
ま
し
た

10
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
フェス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た

11

全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
品
評
会
で
も

　
　
　

大
健
闘
！

7
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ジ
ヤ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム
さ
ん
に
よ
る

　

富
士
山
の
環
境
を
守
る
清
掃
活
動

8
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町からのお知らせ町からのお知らせ

●
問
合
先　

環
境
課　

℡
７
２‐

３
１
６
９

じ
ん
芥
処
理
場
臨
時
職
員
募
集

●
問
合
先　

住
民
課　

℡
７
２‐

６
０
２
８

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

住
民
課　

℡
７
２‐

１
１
１
４

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
行
う
に
は
、

　
　

電
子
証
明
書
の
搭
載
が
必
要
で
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
行
う
に
は
、

　
　

電
子
証
明
書
の
搭
載
が
必
要
で
す

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
の
写
し

　

及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が

　
　
一
時
停
止
さ
れ
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
の
写
し

　

及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が

　
　
一
時
停
止
さ
れ
ま
す

住
基
カ
ー
ド
向
け
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

　
　

電
子
証
明
書
の
発
行
が
終
了
し
ま
す

住
基
カ
ー
ド
向
け
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

　
　

電
子
証
明
書
の
発
行
が
終
了
し
ま
す

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

　
町
で
は
、
河
口
地
内
じ
ん
芥
処
理
場
の
管
理
業
務
を
し
て
い
た

だ
く
、臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
を
持
参
し
、
町
役
場
３
階
環
境
課

へ
１
月
12
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
採
用
可
否
の
連

絡
は
選
考
後
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
要
件
　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、満
60
歳
未
満
の
方

　
　
　
　
　
　
町
内
在
住
の
方
で
、心
身
と
も
健
康
な
方

　
　
　
　
　
　
平
日
及
び
土
曜
日
は
午
前
中
勤
務
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　
普
通
免
許
証
を
所
有
し
て
い
る
方

　
　
　
　
　
　（
重
機
を
運
転
出
来
る
と
良
）

■
業
務
内
容
　
じ
ん
芥
処
理
場
業
務

　
　
　
　
　
　（
不
燃
・
資
源
物
、粗
大
ご
み
分
別
作
業
と
持
出
等
）

■
採
用
人
員
　
１
名

■
勤
務
場
所
　
河
口
３
８
５ 

「
富
士
河
口
湖
町
じ
ん
芥
処
理
場
」

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
平
成
28
年
１
月
以
降
に「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を
利
用
し
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
証
明
書
を
交

付
さ
れ
る
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
」を
搭
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
の
取
得
方
法
が
変
更

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
時
に
必

ず
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
」
を
搭
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
通

常
は
標
準
的
に
搭
載
さ
れ
ま
す
）

　
な
お
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
発
行
の

日
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。有
効
期
限
を
過
ぎ

る
と
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
に

電
子
証
明
書
の
利
用
継
続
の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
店
舗
及
び
利
用
時
間
等

　
・
店
　
舗
：
全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
　
　

　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
・
時
　
間
：
年
末
年
始
を
除
く
　

　
　
　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

　
・
手
数
料
：
住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
各
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
役
場
窓
口
で
は
３
０
０
円
）

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
で
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

改
修
作
業
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
次
の
日
程
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
が

停
止
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
住
基
カ
ー
ド
向
け
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
搭

載
も
併
せ
て
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
ご
利
用
に
な
ら
れ
る
方
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
利
用
が
停
止
さ
れ
る
店
舗
及
び
時
間
帯
等

　
・
店
　
舗
：
全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・

　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
・
期
　
日
：
12
月
８
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時
ま
で

　
改
正
公
的
個
人
認
証
法
に
よ
る
新
制
度
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
あ
た
り
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
向
け
電
子
証
明
書
の
発
行
は
、
次
の
日
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
す
。

　
新
た
に
電
子
証
明
書
の
発
行
を
希
望
す
る
方
は
、
平
成
28
年
１

月
以
降
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
署
名
用
電
子
証
明
書
搭
載
の
も
の
）

　
住
基
カ
ー
ド
向
け
電
子
証
明
書
発
行
業
務
終
了
予
定
日
時

　
　
平
成
27
年
12
月
22
日（
火
）　
午
後
５
時
ま
で

　※

国
税
電
子
申
告
（
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
）
等
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

　
　
は
、
お
早
め
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ
と
を
お
勧

　
　
め
し
ま
す
。（
平
成
28
年
１
月
以
降
交
付
）

　
平
成
28
年
度
（
単
年
度
）
分
の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。富
士
河

口
湖
町
の
発
注
す
る
建
設
工
事
、
業
務
委
託
の
請
負
及
び
物
品

製
造
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
こ
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
い
、
富
士

河
口
湖
町
長
の
入
札
参
加
資
格
の
認
定
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
要
領
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
の
受
付
は
、
平
成
28
年
２
月
１
日
〜
２
月
29
日
ま
で
で
、

有
効
期
間
は
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

　
ま
た
、
本
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
及
び
修
繕
に
お
い

て
、
町
内
の
事
業
者
に
積
極
的
に
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」
を
創
設
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
契
約
は
、
内
容
が
軽
易
で
、
か
つ
履

行
の
確
保
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
設
計
額
が

１
３
０
万
円
未
満
の
も
の
で
す
。

　
登
録
で
き
る
方
は
、
町
内
に
主
た
る
事
業
所（
本
社
、
本
店
）を

有
す
る
法
人
又
は
住
所
を
有
す
る
個
人
で
す
。

　
申
請
す
る
に
は
①
申
請
書
、②
町
税
納
付
状
況
報
告
兼
調
査
同

意
書
又
は
町
税
の
納
税
証
明
書
、③
法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項

証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
身
分
証
明
書
（
住
民
課
で

取
得
）、④
必
要
な
資
格
、
許
可
等
の
写
し
が
必
要
で
す
。こ
ち
ら

の
申
請
様
式
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
窓
口
で
入

手
可
能
で
す
。ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
次
の
者
を
対
象
と
し
て
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
の
申
請
書
を

送
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
・
平
成
27
年
１
月
１
日
に
富
士
河
口
湖
町
に
住
民
登
録
が
あ

　
　
っ
た
者
で
、
平
成
26
年
中
の
所
得
に
対
す
る
市
町
村
民
税
が

　
　
非
課
税
の
者
　

　
　※

未
申
告
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　
・
右
記
の
方
で
、
他
の
者
の
扶
養
・
専
従
者
等
に
な
っ
て
い
な

　
　
い
者

　
・
給
付
金
額
　
対
象
者
１
名
に
つ
き
６
，０
０
０
円

受
付
期
間
は
、
12
月
25
日
ま
で
で
す
。申
請
し
な
け
れ
ば
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課　

℡
７
２‐
１
１
１
２

「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」の

　
　
　

単
年
度
受
付
に
つ
い
て
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町からのお知らせ町からのお知らせ

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課　

℡
７
２‐

６
０
５
３

生
涯
学
習
課
男
女
共
同
参
画
か
ら
の
お
知
ら
せ

ね
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢
者
介
護
慰
労
金

ね
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢
者
介
護
慰
労
金

ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
支
度
金

　
　
　
　

廃
止
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
支
度
金

　
　
　
　

廃
止
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

　
　
　
『
標
語･

俳
句･

川
柳
』を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

　
　
　
『
標
語･

俳
句･

川
柳
』を
募
集
し
ま
す
!!

「
第
67
回
人
権
週
間
」の
お
知
ら
せ

「
第
67
回
人
権
週
間
」の
お
知
ら
せ

　
ね
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の

身
体
的
、
精
神
的
な
労
苦
に
報
い
る
と
と
も
に
、
要
介
護
者
の
在

宅
生
活
の
継
続
を
図
る
た
め
の
慰
労
金
で
す
。

　
介
護
慰
労
金
は
、
１
ヶ
月
当
り
１
万
円（
月
ご
と
に
該
当
、
非
該

当
の
審
査
を
し
ま
す
。申
請
は
半
年
ご
と
で
す
。）
で
年
額
（
最
高

で
）12
万
円
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
対
象
者

　
・
介
護
者
、
被
介
護
者
と
も
に
富
士
河
口
湖
町
内
に
住
所
が
あ

　
　
る
方

　
・
65
歳
以
上
の
被
介
護
者
と
同
居
し
、常
時
介
護
し
て
い
る
方

　
・
要
介
護
度
４
・
５
の
ね
た
き
り
高
齢
者
又
は
重
度
の
認
知

　
　
症
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
方

※

住
所
、
介
護
開
始
、
介
護
認
定
を
受
け
た
日
が
、
平
成
28
年

　
１
月
１
日
の
過
去
６
ヶ
月
以
上
前
（
平
成
27
年
７
月
１
日
以
前
）

　
の
方
が
対
象
で
す
。

※

介
護
で
１
ヶ
月
に
５
日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
入
院
に

　
つ
い
て
は
、
常
時
介
護
し
て
い
る
と
判
断
し
、
該
当
月
と
な
り

　
ま
す
が
、超
え
た
月
に
つ
い
て
は
非
該
当
月
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
受
給
資
格
認
定
申
請
書
（
新
規
の
方
）
又
は
現
況
届
（
既
に
認
定

　
を
受
け
た
方
）、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
を
福
祉
推
進

　
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
（
現
況
届
）
に
は
平
成
27
年
７
月
〜
12
月
の
状
況
を
記

　
載
し
、平
成
28
年
１
月
29
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
予
定
は
、平
成
28
年
３
月
で
す
。

※

期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
申
請
は
出
来
ま
せ
ん
。

※

申
請
は
１
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
所
得
税
が
非
課
税
で
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

が
小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
際
、
県
か
ら
「
ひ
と
り
親
家
庭
小
中

学
校
入
進
学
支
度
金
」
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年

度
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
就
労
支
援
事
業
「
国
家
資
格
等
取
得
応
援
給
付
金
事

業
」
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

国
家
資
格
等
取
得
応
援
給
付
金
事
業…

国
家
資
格
取
得
の
た

　
め
、
２
年
以
上
専
門
学
校
等
で
修
業
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父

　
母
に
対
し
、
国
の
支
援
が
及
ば
な
い
３
年
目
以
降
の
期
間
に
つ

　
い
て
給
付
金
を
支
給
す
る
事
業

　
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー(H

u
m
a
n
 R
ig
h
ts D
ay
)

」
で
す
。こ

の「
人
権
デ
ー
」は
、
昭
和
23
年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
日
で
、
今
年

は
そ
れ
か
ら
67
年
目
の
年
で
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本
年
も
12
月
４

日
か
ら
「
人
権
デ
ー
」
の
10
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、住
民
の
皆
様
に
人
権
の
尊
重
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心

　
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
考
え
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て

明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。小
さ
な
こ
と
で
も
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
、
お
互
い
の
人
権
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
12
月
４
日（
金
）町
役
場
で
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
人

権
擁
護
委
員
か
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
、
秘

密
厳
守
で
、特
に
手
続
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　
　
　
　
　
　（
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０
　

　
　
　
　
　
　（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

　
　
　
　
　
　（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
　
　
　
　
　（
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
５
５
７-

２
２-

０
１
４
８

　
　
　
　
　
　（
甲
府
地
方
法
務
局
鰍
沢
支
局
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５
４-

２
２-

０
７
９
９

　
　
　
　
　
　（
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５
５-
７
２-

６
０
２
８
　

　
　
　
　
　
　（
富
士
河
口
湖
町
福
祉
推
進
課
）

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
し
て
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
す
る
と
、
寄
附
金
の
う
ち
２
千
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
上
限
ま
で
、
原
則
と
し
て
所
得
税
・
個

人
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
、
ご
寄
付
頂
い
た
方
に
御
礼
と
し
て
地
域

の
特
産
品
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。今
後
も
富
士
河
口
湖
町
の
魅

力
を
全
国
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
特
産
品
の
拡
充

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
特
産
品
を
提
供
し
て
頂
け
る
町
内
の
事
業
者
様
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
可
能
な
事
業
者
様

　【
次
の
３
つ
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
】

①
事
業
所
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
事
業
者
様
　
　
　

②
自
社
で
製
造
し
た
製
品
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
事
業
者
様

③
宅
配
便
等
で
お
客
様
の
希
望
日
ま
で
に
直
接
特
産
品
を
配
送

　
で
き
る
事
業
者
様

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
策
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　se
isa
k
u
@
to
w
n
.fu
jik
a
w
a
g
u
ch
ik
o
.lg
.jp

　
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
そ
ん
な
社
会
の
実
現
を
わ
か
り
や
す
く
表

現
し
た「
標
語･

俳
句
・
川
柳
」を
皆
さ
ん
か
ら
大
募
集
し
ま
す
。

☆
家
族
一
人
ひ
と
り
が
、
お
互
い
を
認
め
合
い
助
け
合
う
愛
情
あ

　
ふ
れ
た
家
庭

☆
性
別
に
関
係
な
く
、誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

☆
男
と
か
女
と
か
で
は
な
く
、「
私
ら
し
く
生
き
る
」っ
て
ど
う
い

　
う
こ
と
だ
ろ
う
？

な
ど
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
内
容
の
も
の
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
　
平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法
　
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
、
住
所･

氏
名

　
　
　
　
　
　
・
年
齢
・
性
別

　
　
　
　
　
　
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
＊
応
募
の
際
の
個
人
情
報
は
、連
絡
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

■
審
査
方
法
及
び
発
表
　

　
＊
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
入
賞
作
品

　
　
を
決
定
し
ま
す
。

　
＊
入
賞
作
品
は
、
男
女
共
同
参
画
啓
発
の
行
事
や
広
報
活
動
な

　
　
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
＊
応
募
作
品
の
著
作
権
及
び
使
用
権
は
、町
に
帰
属
し
ま
す
。

　
＊
応
募
作
品
は
、返
却
し
ま
せ
ん
。

　
＊
応
募
作
品
は
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
問
合
先　

政
策
財
政
課　

℡
７
２‐

１
１
２
９

富
士
河
口
湖
町
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　
　

〜
特
産
品
提
供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
〜
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男
女
共
同
参
画「
カ
ジ
ダ
ン・イ
ク
メ
ン
写
真
」を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画「
カ
ジ
ダ
ン・イ
ク
メ
ン
写
真
」を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す
！！

町からのお知らせ町からのお知らせ
■
応
募
先
及
び
問
合
わ
せ
先
　
　

　
富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
０
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
課
男
女
共
同
参
画
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
７
２-

６
０
５
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
３-

１
３
５
８

　E
-m
a
il

：sy
o
u
g
a
i@
to
w
n
.fu
jik
aw
a
g
u
ch
ik
o
.lg
.jp

　
ご
家
庭
で
の
男
性
の
家
事
、
育
児
に
奮
闘
中
の
素
敵
な
思
い
出

の
一
枚
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。お
料
理
や
お
掃
除
、
洗
濯
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
し
て
い
る
パ
パ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
に
い
ち
ゃ

ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
作
品
内
容

　
・
家
事
や
育
児
を
楽
し
む
男
性（
と
子
）を
撮
影
し
た
写
真

　
・
未
発
表
の
も
の（
一
人
２
枚
以
内
）

■
応
募
方
法
　
　
　

＊
直
接
お
持
込
み
の
場
合
／
郵
送
の
場
合

　
・
Ｌ
サ
イ
ズ
写
真
（
裏
に
氏
名
を
明
記
く
だ
さ
い
、
ご
応
募
い

　
　
た
だ
い
た
写
真
は
お
返
し
出
来
ま
せ
ん
）

＊
メ
ー
ル
の
場
合

　
・
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
３
Ｍ
Ｂ
ま
で
の
デ
ー
タ
で
添
付

　
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
は
不
可
（
縦
横
比
率
が

　
　
異
な
る
た
め
）

＊
直
接
お
持
込
み
、郵
送
、メ
ー
ル
応
募
に
つ
い
て

　
①
タ
イ
ト
ル
②
作
品
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
（
30
字
以
内
）③
住

　
所
④
氏
名
⑤
電
話
番
号
を
明
記
く
だ
さ
い

＊
応
募
の
際
の
個
人
情
報
は
、連
絡
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

■
応
募
締
切
　
平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）当
日
消
印
有
効

■
審
査
方
法

　
・
平
成
27
年
度
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
平
成
28
年
３

　
　
月
開
催
予
定
）
に
、
参
加
さ
れ
て
い
る
方
に
投
票
し
て
い
た

　
　
だ
き
決
定
い
た
し
ま
す
。

　
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
賞（
３
名
）

　
　
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
作
品
展
示
　

　
・
平
成
27
年
度
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て
展
示
し
ま
す
。

■
応
募
先
及
び
問
合
わ
せ
先
　
　

　
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
０
０
番
地

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
課
男
女
共
同
参
画
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
７
２-

６
０
５
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
３-

１
３
５
８

　E
-m
a
il

：sy
o
u
g
a
i@
to
w
n
.fu
jik
aw
a
g
u
ch
ik
o
.lg
.jp

■
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
日
常
の
維
持
管
理（
保
守
点
検
と
清
掃
）に
加
え
て
、
山
梨
県
浄

化
槽
協
会
検
査
セ
ン
タ
ー
の
行
う
次
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
、法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

○
設
置
後
の
水
質
に
関
す
る
検
査（
浄
化
槽
法
第
７
条
）

　
新
た
に
設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
、
ま
た
は
構
造
や
規
模
が
変
更
さ

れ
た
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
使
用
開
始
後
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か

ら
５
か
月
の
間
に
浄
化
槽
の
設
置
工
事
等
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
検
査
で
す
。

○
定
期
検
査（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

　
毎
年
１
回
、
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、
浄
化
槽
の

機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。

・
検
査
の
内
容

　
浄
化
槽
の
外
観
、
機
能
及
び
書
類
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
査
を

行
い
、
浄
化
槽
の
機
能
向
上
の
た
め
改
善
す
べ
き
事
項
が
あ
る
場

合
に
は
、
適
切
な
助
言
を
し
、
検
査
終
了
後
、「
検
査
結
果
書
」を
送

り
ま
す
。

○
検
査
の
申
し
込
み
先 

　
法
定
検
査
は
山
梨
県
知
事
が
指
定
し
た
社
団
法
人
山
梨
県
浄

化
槽
協
会
検
査
セ
ン
タ
ー
に
法
定
検
査
受
検
申
込
書
（
環
境
課
に

あ
り
ま
す
。）又
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
社
団
法
人
　
山
梨
県
浄
化
槽
協
会
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
　
山
梨
県
甲
府
市
西
下
条
町
９
６
５
番
地

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
５-
２
８
８-

１
１
３
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
５-

２
８
８-

１
１
３
１

■
定
期
的
に
保
守
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
！ 

　

　
浄
化
槽
を
正
し
く
機
能
さ
せ
、
常
に
良
好
な
状
態
に
保
っ
て
お

く
た
め
、
浄
化
槽
管
理
者（
設
置
者
）は
、
定
期
的
に
保
守
点
検
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。保
守
点
検
は
、
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た

保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

■
年
１
回
以
上
清
掃
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
！

　
浄
化
槽
の
中
に
は
ス
カ
ム
や
汚
泥
が
徐
々
に
た
ま
り
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
放
流
水
と
と
も
に
流
れ
出
し
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
浄
化
槽
の
機
能
不
良
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。清
掃
に
関

し
て
は
、
町
長
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
年
１
回
以
上
依
頼
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
西
湖
野
鳥
の
森
公
園
の
冬
の
風
物
詩
「
西
湖
樹
氷
ま
つ
り
」
は
、

今
年
で
22
回
目
を
数
え
ま
す
。今
年
の
樹
氷
ま
つ
り
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き「
樹
氷
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
樹
氷
の
骨
組
み
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
実
行
委
員
会

で
水
を
か
け
樹
氷
に
仕
上
げ
ま
す
。完
成
し
た
樹
氷
は
コ
ン
テ
ス

ト
と
し
て
遊
び
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
、

優
勝
者
に
は
５
万
円
、準
優
勝
者
に
３
万
円
を
贈
り
ま
す
。

　
企
業
や
団
体
、
学
生
サ
ー
ク
ル
、
個
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
だ
れ
で

も
参
加
可
能
で
す
。

　
優
勝
目
指
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
み
ん
な
で
西
湖
の

冬
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◇
コ
ン
テ
ス
ト
基
準

　
・
各
種
団
体
、企
業
、グ
ル
ー
プ
な
ど（
特
に
規
程
無
し
）

　
・
樹
氷
の
枠
組
み
を
作
る

　
・
毎
日
の
水
か
け
は
実
行
委
員
会
で
対
応

　
・
12
月
22
日
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

　
・
撤
去
後
に
現
状
回
復
で
き
る
も
の（
穴
は
掘
ら
な
い
）

　
・
丸
太
の
み
実
行
委
員
会
で
提
供

◇
コ
ン
テ
ス
ト
内
容

　
・
来
場
者
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
順
位
を
決
定

　
・
優
勝
賞
５
万
円
　
準
優
勝
３
万
円

　
・
最
終
日（
２
月
７
日
）に
表
彰
式

◇
応
募
方
法

　
・
応
募
用
紙
に
明
記
の
上
12
月
10
日
ま
で
に
提
出

　
　（
郵
送
可
　
必
着
）

　
・
最
大
10
チ
ー
ム
の
参
加
が
可
能

　
　
　（
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

　
・
応
募
用
紙
は
町
役
場
観
光
課
、足
和
田
出
張
所
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　（
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
）

　
・
樹
氷
の
規
模
等
に
つ
い
て
実
行
委
員
会
と
協
議
さ
せ
て
い

　
　
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
問
合
先　

観
光
課　

℡
７
２‐

３
１
６
８

西
湖
樹
氷
ま
つ
り

　
　
　
「
樹
氷
コ
ン
テ
ス
ト
」の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

環
境
課　

℡
７
２‐

３
１
６
９

富
士
河
口
湖
町
の

　

美
し
い
水
環
境
を
守
る
た
め
に

　
　

浄
化
槽
の
適
正
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う

1月号広報
1月14日㈭
配布予定
広報誌に関する

お問い合わせは

政策財政課（渡辺大介）

℡７２-１１２９
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ
　自然や環境に関する絵本の読み聞かせやゲーム、森の観
察など。開始30分前からは折り紙教室も。
■日時　12/6（日）・10：30～・14：00～　1回約40分
■場所　富士山科学研究所　　■参加費・定員　なし
■対象　幼児・小学校低学年（対象外でも参加可）

　富士山のことを火山中心に写真やパネルなどで紹介します。
■日時　11/28（土）～2/23（火）　9：00～17：00
■場所　富士山科学研究所　　■参加費・定員　なし
■監修　藤井敏嗣（当研究所所長）・荒牧重雄(当研究所名
　　　　誉顧問)・火山防災研究部

■募集期間　7/18（土）～2/5（金）　
■募集資格　県内在住・在勤であればどなたでも
■テーマ　県内で撮影した「富士山」または「身近な自然」
■応募方法　郵送、E-mail、直接持参のいずれか
■参加費　無料

■日時　12/5（土）13：30～16：00　
■場所　山梨県富士山科学研究所　1階ホール
■対象　どなたでも　■講師　藤井敏嗣（当研究所 所長）
■参加費　無料　■内容　火山ーマグマ生成から噴火まで
　　

■日時　12/19（土）13：30～16：00　
■場所　山梨県富士山科学研究所　1階ホール
■対象　どなたでも　■講師　鵜川元雄（日本大学 教授）
■参加費　無料　■内容　富士山でおきる地震

　美しい富士山を守り、引き継いでいくために。富士山にあ
てた年賀状を全国から募集します。
■応募資格　誰でも応募できます
■応募期間　Ｈ27/12/7（月）～Ｈ28/1/29（金）
　　　　　　17：00必着
■応募内容　官製はがきまたは同サイズの私製はがきの裏
　　　　　　に富士山のイラストを描き、富士山に向けた
　　　　　　メッセージを書き添えた「富士山」宛ての年
　　　　　　賀状を募集します。
■応募方法　ハガキの表面に郵便番号・住所・氏名・年齢
　　　　　　・職業（学校・学年）・電話番号・公募を知っ
　　　　　　た情報手段を明記の上、応募先住所まで郵送
　　　　　　または持参
■応募先　〒401-0301
　　　　　　山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1
　　　　　　　富士ビジターセンター内　
　　　　　　　富士山ボランティアセンター

　平成27年4月から、生活困窮者自立支援制度が始まりま
した。この制度は、経済的に困窮し、最低限度の生活を維
持することができなくなるおそれのある方に対して、個々の
状況に応じた支援を行い、自立の促進を図ることを目的と
しています。
1人で不安や悩みを抱え込まずに、ますはご相談ください。
■受付期間　月曜日～金曜日　8:30～17:15　
　　　　　　祝日・年末年始はお休みとなります。

　15歳から39歳までの何らかのきっかけで働くことがで
きないご家族をお持ちの、保護者の方を対象とした「親の
集まり」を行っています。
サポステスタッフ（カウンセラー）が皆様にお話しします。
■費用　無料　■申込　お気軽にお問合せください。
■日時　毎月第3土曜日14：00～15：00
■実施場所　Q-STA （富士山駅ビル）3階
　　　　　　ぐんない若者サポートステーション内

　溢れかえっている仕事の合理化を図り、仕事のしやすい
環境づくりを学びます。
■日時　1/20.27　2/3.10.17.24　18：00～21：00
■申込締切　1/8　■定員　10名　■対象　全社員
■費用　会員14,000円　一般16,000円

　ボランティアで人と関わるとき、保育所・幼稚園・学校で
子供の保護者と関わるときなど、どのようにすればコミュニ
ケーションがスムーズに、そして楽しく、相手とのつながり
が持てるようにする技術を福祉の現場でも役者でも活躍さ
れている染谷氏にお話していただきます。
■日時　12/22（火）14：00～16：00
■場所　山梨県富士ふれあいセンター（船津6663-1）
■講師　社会福祉士　染谷剛氏
■対象　どなたでも　　■費用　無料

●問合先　富士山ボランティアセンター　℡20-9229

第13回　富士さんへ謹賀新年

●問合先　山梨県社会福祉協議会　℡090-3147-4140

生活困窮者自立相談支援事業について

●問合先　ぐんない若者サポートステーション　℡23-0080

「ぐんサポ親の集まり」に
　　　　　　　参加してみませんか？

企画展～冬から初春～

 「ある日の風景写真展」作品募集のお知らせ

第1回富士山自然ガイド・スキルアップセミナー

第２回富士山自然ガイド・スキルアップセミナー

●問合先　職業能力開発協会　℡055-243-4916

職業能力開発協会から

●問合先　山梨県立富士ふれあいセンター　℡72-5533

コミュニケーションの取り方を学ぼう

事務業務の５Ｓ

もりのおはなしかい～絵本の読みきかせ～
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ

　平成28年1月1日～3日までの3日間は休業といたします。
4日以降の火葬予約は1月1日～3日の間も各市町村役場で
受付しております。
　なお、斎場使用の受付は、3日午前8時30分より富士五
湖聖苑で行います。

○助成対象者（①、②に該当）
　　①障害の程度
　　・身体障害者手帳（１・２級）
　　・療育手帳（Ａのいずれか）
　　・戦傷病者手帳（特別・第１・２項症）
　　②自動車税・軽自動車税の減免措置
　　　（県外ナンバーは助成対象外です。）

○受付期間及び時間
　・平成２８年１月４日（月）～２月５日(金)［10:00～15:00］
　・郵送は２月５日(金)消印まで有効

○会場での受付日
　・上野原市役所
　　　平成２８年１月６日（水）
　・富士河口湖町役場
　　　平成２８年１月８日（金）
　・山梨県富士吉田合同庁舎　
　　　平成２８年１月１２日(火)、２８日(木)
　・いきいきプラザ都留
　　　平成２８年１月１４日（木）
　・大月市総合福祉センター　　　　　　　　　　　　　
　   　平成２８年１月１９日（火）
・富士吉田市民会館
　　　平成２８年１月２１日（木）

○請求書用紙の入手方法
　市町村福祉課の窓口もしくは、保健福祉事務所のホーム
　ページからの印刷

　

　１２月１日は「世界エイズデー」です。県では、10月24日
～12月11日を中心に、感染予防、感染者への差別解消等の
啓発活動を実施しています。
　日本のＨＩＶ感染者・エイズ患者の報告数が依然として増
加傾向にある中、感染の不安のある方等を対象に、次の予
定で、保健所で検査を実施します。なお、検査予約は随時受

付けます。
【エイズ検査】平日（月～金）　9：00～16：00
【夜間エイズ検査】１２/１日（火）　17：00～19：00
検査は匿名・無料で、採血後１時間以内に結果がわかる即日
（抗体）検査です。『完全予約制』ですので、あらかじめ電
話予約をお願いします。
　なお、感染の可能性のあった日から３ヶ月ほど経過してい
ませんと確実な結果が得られませんのでご承知ください。

■日時　12/5（土）9：30～11：00　■費用　無料
■対象　小学4年生～中学生・保護者一般
■講師　清水美穂さん　■定員　30名

■日時　12/12（土）・20（日）13：30～15：30　
■費用　無料　■対象　一般　
■講師　河村修一さん　■定員　100名

■日時　12/12（土）9：30～12：00　■費用　500円
■対象　男性　■講師　長田文江さん　■定員　30名
■持物　エプロン・三角巾

■日時　12/16（水）10：00～12：00　■費用　500円
■対象　親子50組　■持物　飲み物・マイ皿・マイフォーク

■日時　第１回　12/20（日）
　　　　　　10：00～11：30（小学校1～3年生）
　　　　　　13：00～14：30（小学校4～6年生）
　　　　第2回　12/27（日）
　　　　　　10：00～11：30（小学校1～3年生）
　　　　　　13：00～14：30（小学校4～6年生）
■講師　井川蓮水さん　■費用　500円（2日間）
■持物　小学1～2年生　鉛筆、書初めの練習用紙10枚
　　　　小学3～6年生　書道道具一式（墨汁、半紙40枚）

　12月～3月の間は月曜日（祝日は除く）が教育事業休止
日になります。環境学習室、エントランスホール（展示）、教
育情報センターは利用できません。
また年末年始は全館休館になります。
■年末年始休館日　Ｈ27/12/29～Ｈ28/1/3

●問合先　富士五湖聖苑　℡20-9300

富士五湖聖苑の年末年始休業について

●問合先　ぴゅあ富士　℡0554-45-1666

ぴゅあ富士からのお知らせ

●問合先　環境教育・交流部　教育・情報担当　℡72-6203

山梨県富士山科学研究所から

●問合先　富士・東部保健福祉事務所　℡24-9047

心身障害者自動車燃料費助成の
　　　　　　　　　受付が始まります

●問合先　富士・東部保健福祉事務所　℡24-9035

「世界エイズデー」に
　　　　　　夜間検査を実施します！

デートDVってなんだろう「みんな活き活き・ひとり
　　　　　　　　一人のちがいを活かしあうために」

知って得する！介護節約術

簡単！美味しい！男の料理教室

クリスマスコンサート＆クリスマスケーキ

子ども書道教室　書き初めで賞を取ろう！

「冬季休館日」のお知らせ

富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
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■日時　12/20（日）　13：30（開場）　14：00（開演）
　　　　（開演前ウェルカムコンサートあり）
■場所　富士五湖文化センター　ふじさんホール
■入場料　無料　
■指揮　坂本　修・岡　良介
■曲目　スターウォーズメドレー・ドラえもんメドレー
    　　　音楽物語「アラジン」・クリスマスソング
    　　　紅白歌合戦̃FWO Versioñ ・嵐メドレー　他

　ジョブカフェサテライトは就職をさまざまな面から応援する
ため、山梨県が設置した就職相談センターです。
仕事に関するお悩みから応募書類の添削、面接練習など就
職活動に必要なサービスをトータルに受けることができます。
とにかく堅苦しくないのが、ジョブカフェです。まずは一度足
を運んで下さい。
■場所　富士吉田市上吉田2-5-1「Q-STA」3階
■時間　平日：10：00～18：30　土曜：10：00～17：00
　　　　（日曜・祝日・年末年始はお休みです）
※サービスはすべて無料でご利用いただけます。

■場所　富士河口湖町　交流センター
■日時　毎週木曜日(月４回)　１０:００～１１:３０
■服装・持物　気軽に動けるズボン、体操着、バスタオル

　山梨県内に事業所等があり、山梨県内を就業地とする企業
が参加します。フリーガイダンス方式で、企業ごとに設けるブ
ースを自由に訪問し、各企業の採用担当者と面接を行うこと
ができます。
■日時　12/11（金）　13：00～16：00（受付12：30～）
■場所　ベルクラシック甲府（甲府市丸の内1-1-17）
■対象者　一般求職者及び平成28年3月に大学等を卒業予
　　　　　定者

　林業の仕事をしていたことがありませんか。
林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受け取っていな
い方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたがご自身が林退共へ加入して
いたか分からない方についてもお調べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆様に対し、
各種手続き（共済手帳の紛失、退職金の請求等）の必要が生
じた場合はできうる限りの範囲において速やかに対応したい

と考えておりますので、最寄りの支部又は本部へお問合せ、ご
相談ください。

雪つりと庭木の冬囲いの方法を学びます。
■日時　12/12（土）～13日（日）　9：00～17：00
■持物　手バサミ・軍手・マスク・雨具・筆記用具・昼食
■費用　5000円　■定員　10名（5名未満の場合は中止）

■日時　Ｈ28/1/8（金）～　18：30～21：30
　　　　（１日３時間で４０回の計１２０時間）
■費用　110,000円　■定員　10名（5名未満の場合は中止）

■日程　Ｈ28/3/1・3・4・7・8・10　計6日間
■時間　18：00～21：00　計18時間
■定員　20名（先着）　■受講料　2,100円
■受付　Ｈ28/1/4～2/23

■日程　Ｈ28/3/11・14・15・17・18・22　計6日間
■時間　18：00～21：00　計18時間
■定員　20名（先着）　■受講料　2,100円
■受付　Ｈ28/1/12～3/4

■日程　Ｈ28/3/23・24　計2日間
■時間　9：00～16：00（昼休み1時間）　計12時間
■定員　10名（先着）　■受講料　3,400円
■受付　Ｈ28/1/25～3/16

■日程　Ｈ28/3/1・3・4・8・10・11　計6日間
■時間　18：00～21：00　計18時間
■定員　20名（先着）　■受講料　2,100円
■受付　Ｈ28/1/4～2/23

■日程　Ｈ28/3/16・17・18　計3日間
■時間　9：00～16：00（昼休み1時間）　計18時間
■定員　10名（先着）　■受講料　5,100円
■受付　Ｈ28/1/18～3/9

■日程　Ｈ28/3/22・23・24　計3日間
■時間　9：00～16：00（昼休み1時間）　計18時間
■定員　10名（先着）　■受講料　5,100円
■受付　Ｈ28/1/22～3/15

やまなし就職応援説明会やまなし就職応援説明会
●問合先　山梨県中小企業団体中央会　℡055-237-3215

富士吉田職業訓練協会より富士吉田職業訓練協会より
●問合先　富士吉田職業訓練協会　℡0555-22-5214

富士五湖ウインドオーケストラ
　　　　　ファミリーコンサートのお知らせ
富士五湖ウインドオーケストラ
　　　　　ファミリーコンサートのお知らせ

●問合先　℡090-1538-2439（羽田）

あなたの仕事探しから就職までを
　　　　　　　　　　トータルにサポート
あなたの仕事探しから就職までを
　　　　　　　　　　トータルにサポート

●問合先　ジョブカフェサテライト　℡0555-72-8803

健康体操・自彊術にご参加してみませんか健康体操・自彊術にご参加してみませんか
●問合先　自彊術普及会富士北麓支部
　　　　　中伝指導員　℡090-2335-7311（神戸）

林業退職金共済制度(林退共)からのお知らせ林業退職金共済制度(林退共)からのお知らせ
●問合先　独立行政法人　勤労者退職金共済機構
　　　　　林業退職金共済事業本部　℡03-6731-2887

産業技術短期大学校からのお知らせ産業技術短期大学校からのお知らせ
●問合先　産業技術短期大学校　
　　　　　塩山キャンパス　℡0553-32-5200
　　　　　都留キャンパス　℡0554-43-8911

ファミリーコンサート２０１５

2級建築士受験準備講座

雪つりと庭木の冬囲い教室

ホームページ開設（基礎編）

ホームページ開設（応用編）

パワーポイント基礎

国内旅行業務取扱管理者試験講座
①旅行業法・旅行業約款／各種約款

国内旅行業務取扱管理者試験講座
②国内旅行実務（料金計算／観光地地理　他）

３次元ＣＡＤによる機械設計の基礎

都留キャンパス

塩山キャンパス



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報13

■日程　Ｈ28/3/28・29　計2日間
■時間　9：00～16：00（昼休み1時間）　計12時間
■定員　10名（先着）　■受講料　3,400円
■受付　Ｈ28/1/28～3/18

　女性相談員が女性の視点に立ってゆっくりとお話をお聞き
します。事業や暮らしの関する書類の作成でお悩みの際は、
お気軽にご相談ください。
■日時　Ｈ28/1/13　10：00～16：00（予約不要）
■場所　ぴゅあ総合（甲府市朝気1-2-2）

■対象　女性限定
■内容　遺言相続・法人関連・許認可・農地利用・契約書作
　　　　成・離婚・ビザ（在留許可）など

　保健師・ピアサポーター（がんを経験した仲間）が悩みや
不安に寄り添います。当日参加も可能ですが事前の予約が確
実です。お気軽にお電話下さい。
■日時　Ｈ28/1/15（金）13：00～15：30
■場所　大月市総合福祉センター3階
　　　　（山梨県大月市大月町花咲10）
■対象　がん患者・がん患者の家族や関係者

女性行政書士による女性のための無料相談女性行政書士による女性のための無料相談
●問合先　山梨県行政書士会　℡055-237-2601

「出張がん相談」を実施します「出張がん相談」を実施します
●問合先　山梨県健康管理事業団　℡055-227-8740

ＮＣ旋盤加工技術

臨時職員の募集
滞納整理強化のため、滞納税の徴収（集金）や納税の催告を行う臨時職員を募集します。

■勤務期間

■勤務時間

平成２８年１月４日～平成２８年３月３１日
　　（その後、期間を更新することがあります。）

■給　　料

■通勤手当

■募集人員

■募集期限

■募集方法

■採用決定

富士河口湖町臨時職員取扱規程による。
基本賃金６，９８０円（日額）

午前８時３０分～午後５時１５分

有　　　■有給休暇　 有

１名（年齢63歳までの方）

平成２７年１２月１８日（金）まで

市販の履歴書に記入の上、募集期限厳守で総務課職員係に提出してください。

書類審査及び面接を行い、採用を決定します。
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大月税務署からのお知らせ
　申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」および「確定申告書作成相談会」を
開催しますのでご利用ください。

税理士による 無料申告相談
～申告書を作成して提出できます～

　◎税理士による年金受給者及び給与所得者に対する無料相談のお知らせ

２月２日（火）
　　～２月３日（水）

富士吉田市民会館
３階会議室

10:00～12:00

13:00～15:00

２月４日（木）
　　～２月５日（金）

上野原市もみじホール
２階会議室

２月９日（火） 富士河口湖町中央公民館
２階第２研修室

富士吉田市緑ヶ丘２－５－２３

上野原市上野原３８３２

富士河口湖町船津１７４７

期　　間 会　場 所　在　地 時　間

確定申告書作成相談会

１月２６日（火） 富士吉田市民会館
３階会議室

10:00～12:00

13:00～16:00
１月２７日（水） 富士河口湖町中央公民館

１階ホール

１月２８日（木） 上野原市もみじホール
２階会議室

富士吉田市緑ヶ丘２－５－２３

富士河口湖町船津１７４７

上野原市上野原３８３２

期　　間 会　場 所　在　地 時　間

○税理士による無料申告相談の会場では、申告書等の作成のサポートを行っており、申告書等の提出のみの方の
　受付は行っておりません。申告書等の提出のみの場合は、直接税務署に提出（郵送可）してください。
○確定申告書作成相談会では、申告書作成のためのアドバイスと申告書の受付を行います。
○小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税
　及び復興特別所得税の申告書を作成して提出できます（土地、建物及び株式などの譲渡所得のある場合を除く）。
○ご来場の際は、前年の申告書等の控えや源泉徴収票など申告に必要な書類、計算器具、筆記具及び印鑑等をご
　持参ください。
○会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますのでご了承ください。
○各会場とも初日の午前中は、混雑が予想されますのでご了承ください。

※お電話は、自動音声によりご案内しており、担当者がご用件にお答えします。

【問合せ先】　〒401‐8502　大月市御太刀2－8－10　Tel （0554）22-3151（代表）

【問合せ先】　東京地方税理士会大月支部事務局　Tel ０５５５－２２－８４８１

日時：２月２４日(水)　10：00～16：00（12時～13時を除く）　　
会場：富士吉田市民会館　３階市民ギャラリー

対象者：・公的年金等受給者で所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提出する方
　　　　・年金受給者及び給与所得者で医療費控除の還付申告書を提出する方
　　　　・小規模事業者（前年の所得金額が300万円以下）の方
　　　　※土地、建物及び株式などの譲渡所得のある場合は、ご遠慮ください。
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税務課より「固定資産税（家屋）」についてお知らせ

富士河口湖町役場　税務課資産税第２係（家屋・償却担当） ＴＥＬ ０５５５－７２－１１１３（直通）

建物（家屋）を取壊したら 滅失届 の提出が必要です！
　建物の一部又は全部を取壊した場合、もしくは年内（１２月３１日まで）に取壊す予定のある方は、建物の大小に関係な

く「家屋滅失届出書」の提出が必要です（届出用紙は税務課にあります）。
　取壊した建物の課税については、「家屋滅失届出書」が１２月３１日までに提出されていない場合、引き続き翌年度に
ついても課税されますのでご注意ください。

　家屋を新築・増築すると、固定資産税の算定の基となる評価額を算出するための家屋調査が必要となります。

　基本的に建築された時に行う調査で、家屋の基礎・外観・内観・設備等を調査いたします。また、調査に加えて固定資

産税の説明と税金に関する書類についての説明を行います。所要時間は調査と説明を合わせて１時間程度が目安です。

　建物（家屋）の引渡しが済んだ時点で調査対象となりますので、下記問い合わせ先までご連絡ください。

　※車庫・倉庫についても調査対象となる場合がありますので、ご連絡をいただき、現地確認のうえ、調査対象か判断い

　　たします。

建物（家屋）を新築・増築をしたら、 家屋調査 が必要です！

　償却資産とは、会社や個人で工場や店舗などを経営している人が、その事業のために用いる機械・機具・備品等を

いいます。

　償却資産を所有されている方は、平成２８年１月１日現在所有している償却資産の内容（取得年月日・取得価格・耐

用年数等）について平成２８年１月３１日までに自治体（町税務課）に申告する必要があります。

事業をしている方は償却資産の申告が必要です！

　店舗用建物、旅館用建物を住宅用建物として利用する場合、もしくは、住宅用建物を店舗用建物、旅館用建物で利用

するなど、建物の使用用途を変更した場合にはご連絡ください。現地調査にて使用用途を確認し、使用用途を変更いた

します。

　※期間的に旅館、店舗として使用し、その他の期間ついては住宅として使用する家屋については、住宅用建物としては

　　扱いません。

　※使用用途の変更を行うことで今後の固定資産税額が変わることがあります。

建物（家屋）の用途の変更について、ご連絡ください！！

■固定資産税の償却資産って何？　～申告は税務署だけではありません～

■償却資産の対象・非対象について

　町税務課では、平成２７年度の償却資産の申告用紙を前年度申告のあった方に、前年度の申告内容と同じ内容もし

くは地方税法の規定により行った税務調査の結果を反映した申告書を１２月中旬に発送いたします。

　今年、新しく事業を始められた方は、税務課に申告書を用意してございますので、申し出てください。
　平成２８年度の課税分の申告期限は、平成２８年２月１日（月）となりますので、早めに準備し正しい申告をお願い
します。

■町への償却資産の申告受付

・事業の用に供するもの（例：構築物・機械及び装置・工具、機具、備品等）

・外構工事（例：駐車場の舗装工事、境界フェンス等）

・未稼働（遊休資産）であっても、すぐに事業の用に供しえる状態にあるもの

・改築・改装費用

・受変電設備（キュービクル）

・上記以外の事業用資産など

・土地及び建物

・耐用年数１年未満の資産

・取得価額が１０万円未満の資産で法人税法等の規定により一時に損金算入されたもの（いわゆる小額償却資産）

・取得価額が２０万円未満の資産で法人税法等の規定により3年間で一括して均等償却するもの

　（いわゆる一括償却資産）

・自動車税及び軽自動車税の対象となる車両など

【対　象】

【非対象】

※富士河口湖町ホームページにて、償却資産申告の手引きを見ることができますので、併せてご確認ください。

【問い合わせ先】
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TEL 72-6053　 FAX 73-1358
みんなの教育委員会  生涯学習課

○時間帯：月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
○場　所：中央公民館1階
○対　象：お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方

「困っていること悩んでいること相談してみませんか」教育相談の御案内

教育センターだより教育センターだより教育センターだより

連絡先
富士河口湖町立教育センター

 TEL８３－３０２２
E-mail

ed-center@kawaguchiko.ne.jp

……… ………

平成２7年度　世界遺産富士山講座

「信仰と芸術の山・富士山」「信仰と芸術の山・富士山」
第８回　「富士を描いた浮世絵が語るもの」
“北斎・広重が浮世絵に描いた富士とその表現技法”

※内容、会場（部屋）は都合により変更になる場合があります。ご了承ください。

１２月１６日（水曜日）　午後7時～午後9時　　　　　　富士河口湖町中央公民館　２階　視聴覚室　
小林けい（文化財担当）　　　　　　無　料（申込み不要・どなたでも参加できます） 　　　　
30名　１回の講座のみの受講もできます。

日　時 会　場
参加費用講　師

定　員

　富士山の美しい形姿は、古くから数多くの絵画作品に描かれてきました。特に、江戸時代には、幕府が江戸に置かれたことや
交通の発達に伴って庶民の間で富士山の人気が高まり、葛飾北斎の「冨嶽三十六景」や歌川広重の「不二三十六景」などの富士
山を主題とした浮世絵が描かれました。本講座では、海外の芸術家たちにも大きな影響を与えた北斎と広重がどのように富士
の姿を描いたのか、その表現技法に迫ります。

　「サンタクロースにクリスマスプレゼントをお願いしなきゃ！」そんな話題が飛び交うこの時期……教室ではサンタの存在を疑
わない子ども達と、より現実的にプレゼントを思案する子ども達との会話に、絡みようのないバトルが生まれ、そのやりとりに担
任は苦笑してしまいます。「いい子にしていたらサンタさんが来てくれるよ。」の投げかけをいつまでも
信じ、純粋な子ども達でいて欲しいという大人の思いは長くは続かないようです。
　しかし、子どもの頃に思い描くサンタクロースの御褒美は、年を重ねるとともに１年間頑張った愛しい
家族や友達への「ねぎらい」ということに形を変えました。親から子どもへ、夫から妻へ、子から祖父母
へ、そして、友達へ等。この｢ねぎらい｣こそが、私たちの生活には無くてはならないものなのです。自分
のがんばりを見ていてくれる。認めてくれる。賞賛してくれる。それが物に繋がらなくともいいのです。サ
ンタクロースには誰でもなれるのですから。１年を終わるに当たり、是非たくさんのサンタが現れますよ
うに。メリークリスマス！！

平成27年12月18日(金)午後1時30分～3時　　　
富士河口湖町中央公民館　2階　視聴覚室
山梨中央銀行　古屋　聖球氏　　　　　　　　　　　　
20人　　　　　　12月15日(火)まで　　生涯学習課　７２-６０５３
富士河口湖町中央公民館　山梨中央銀行と協同実施

日　時

日　時
場　所
参加費
申込み・問合せ

場　所
講　師
定　員 申込み
主　催

今年１月から相続税が変わりました。「どのように変わったのか、相続の準備をどうしたらよいか等」具体例を示しお話をして
いただきます。参加すると得ですよ！
講座終了後には、個別相談も受けられます！

正月行事は、年神様という新年の神様をお迎えするための行事です。年神様は家々にやってきて、生きる力や幸せを授けてくだ
さると考えられています。そこで、お正月が近づくと注連縄や注連飾りを施し、年神様を迎える準備を
します。日本の伝統文化である注連縄づくりをみなさんで体験しましょう。

相続の準備しませんか！中央公民館

注連縄づくり教室注連縄づくり教室
し  め  な  わ

平成27年12月14日（月）・午後７時より　定員：20名
町中央公民館　ホール　持ち物：はさみ、カッター、定規
無料　
　　　 生涯学習課社会教育係　72-6053
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みなさんのやる気を応援します!

日本語教室 日本語教室 
国際色豊かなＢＢＱ

平成２８年

平成２８年１月１０日(日)　
受付 午前９時１５分～　　開式 午前１０時～
勝山ふれあいセンター　さくやホール

対象者(1995年4月2日から1996年4月1日生まれ)の方には案内状を発送いたしましたのでご確認ください。

富士河口湖町成人者のつどい富士河口湖町成人者のつどい

★当日は、案内状の必要事項を記入の上、必ずお持ちくださいますようお願い致します。当日は記念写真の撮影を行います。

日　時

場　所

駐車場に限りがあります。できるだけ乗り合わせでお願いします。

１月７日(木)～２月１２日(金)午前
午前９時～午後5時

展示期間
展示時間

中央公民館
ロビー展示に
ついて

……………………………

……………………………

渡辺　美恵子氏　絵画展

毎週月曜日・祝日は休館日です。土曜日・日曜日は、利用予約がない時間は閉館しております。
詳しい時間はお問い合わせください。皆さんのお越しをお待ちしております。

まんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェ
お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽に話し合って
みませんか♪みんなでまあるくなって話せば、心も不思議とまんまるに♪是非ご参加ください。

1月8日(金)10:30～13:00　　　　　
子ども未来創造館
お子さんのいる保護者の方15名（3名以上で開催）（お子さん連れの参加大歓迎です。）
藤森晴江先生（親業訓練インストラクター）、 家庭教育支援チーム「ラ・ペジブル」の皆さん
お子さんに必要なもの、お弁当（注文可能）
お弁当が必要な方は500円（お弁当持参OK）

場　所

対　象
講　師
持ち物
参加費

日　時

申込み１月6日（水）まで　　ＴＥＬ72-6053

　秋晴れの中、地域在住外国人とＢＢＱを楽しみました。大きな牛肉の塊を豪快に切り分けて、岩塩をつけ網で焼き、野菜たっぷ
りの専用ソースをかけてフランスパンにはさんで食べるのが、南米流です。生肉のソーセージは、しっかり味がついていて、病み
つきになります。ベトナム料理の生春巻きもみんなで作りました。甘辛いソースをつけると“アジアの味”がします。甘いマカロニ
サラダは、フィリピンの代表的なデザートです。マカロニにコンデンスミルク、果物、レーズンなどをいれて混ぜます。日本語教室
ならではの国際色豊かなＢＢＱとなりました。
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日 月 火 水 木 金 土

★12/6～1/9のカレンダー★

問い合わせ先　☎72-6053
富士河口湖町船津1754

公衆電話はありませんが、１回10円で 
事務所の電話を使用することが出来 
ます。お気軽に声をかけて下さい。

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動し  
　てください。
※館内ではゲーム機・カードゲームを使
　って遊ぶことができません。ご理解・ご
　協力をお願いします。
※教室・イベントに参加していただいた写
　真をおたよりなどに掲載させていただ
　くことがあります。ご了承下さい。

☆12時から1時までは閉館です☆

月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

✆

＜１２月・１月の休館日＞
１２月13・２３日
12月２８～1月４日

休館日

休館日休館日

休館日 休館日

休館日

休館日

休館日 休館日 休館日

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場 つどいの広場

リトミック教室

（よみきかせの日）
こどみら
　　マムベビー

funfunくらぶ育児学級

10:00～

1:00～

2:00～

おもちゃ病院

おもちゃ病院

まんまるカフェ

将棋教室

プラレールの日

10:00～
プラレールの日

2:00～
プラレールの日

つみきパーク

2:00～
つみきパーク

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クリスマス会

つどいの広場栄

つどいの広場子

つどいの広場子

つどいの広場誕

（からだの日）（おやこの日）

（脳トレ）

funfunくらぶ
（クリスマスクッキング②）

親子ふれあい教室B

親子ふれあい教室A

親子ふれあい教室A 開館時間

乳幼児親子対象

福祉推進課✿つどいの広場福祉推進課✿つどいの広場福祉推進課✿つどいの広場

○：子育て相談子 ○：栄養相談栄 ○：お誕生会誕

毎週月・水・金  午前9:00～12:00

　　　　

日　時
　　　　　　　　  　 午後1:00～  3:00
☆カレンダーの印☆

「つどいの広場」は就学前の親子があつ
まる場です。子ども同士遊んだり、親同士
おしゃべりをしてストレスを解消しましょ
う。遊びの時間、身体測定、相談などあり
ます。お気軽にご利用ください。

お問い合わせ：福祉推進課 ☎72－6028

今月号ではまだ未定ですが決定次第、
掲示等でお知らせします。

funfun
くらぶ

funfun
くらぶ脳トレ２０１５脳トレ２０１５脳トレ２０１５

おもしろい問題を解いて、脳をトレーニング
しよう！！　レベルクリアごとに、レアなメダルが
もらえるよ!

１２月２６日(土)
午後１：00～３：００の間のすきな時間に
来てください。(音楽スタジオ)
　　　　　  なし
筆記用具（必要な人は学習用具） 
小学生　　

日　時

持ち物
対　象

定　員申込み参加費

わらべうた、絵本の紹介とベビーマッサー
ジ体験で赤ちゃんとの癒しのひと時を♥

こどみらマムベビーこどみらマムベビーこどみらマムベビー

１２月１７日(木)　1：30～2:30
0歳親子（ハイハイ前まで）
バスタオル　　　　　　　なし 

日　時
対　象
持ち物 申込み 参加費

　日頃の育児お疲れ様です。家族のた
めのリフレッシュタイムをお届けします。

　親子ストレッチと女性の為のトレーニング
おやこの日

からだの日

１２月14日（月）

１２月１６日（水）
今年のテーマ：体重より体型を戻そう！

よみきかせの日 １２月18日 (金)
　司書によるおすすめの本や紙芝居の
読み聞かせタイム

☆いずれも11時スタートです☆

♬月・水・金以外も
プレイルームは自由に

遊べます♬

【本年度からの新企画です！】

１２月１９（土）１：45受付　２：００開始
小学生１００人(定員になり次第締め切ります)
12月5日（土）10:00～
１００円　（または１００kodo）
なし　　　　

日　時
定　員

参加費
申込み

持ち物

持ち物

小学生対象

★こどみらクリスマス会★★こどみらクリスマス会★★こどみらクリスマス会★

★はっぴークリスマス会★★はっぴークリスマス会★★はっぴークリスマス会★

今年のこどみらクリスマス会は内容をレベルＵＰ！クリスマスを盛り上げるゆかいなゲーム！！
そして素敵な湖南中吹奏楽部の演奏♪ボランティアスタッフさんの『?』！お楽しみに!!

乳幼児親子対象

クリスマスムードいっぱいのゲームや遊び＆
ゆかいな劇♥もあります。
可愛いお子さんが家族やお友達と笑顔にな
るハッピーなクリスマス会です。

１２月１９日（土）
　　　１０：１５受付　１０：３０開始
乳幼児親子50組
(定員になり次第締め切ります)
12月1日（火）１２：００～
1組１００円(プレゼント代)
兄弟連れは+100円　
なし
 

日　時

定　員

参加費
申込み

持ち物

★先月のこどみら
　だより・広報を
　よく見てね★

AM　乳幼児
PM　小学生



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報19

生涯学習館生涯学習館生涯学習館
開館時間　平日 10:00～19:00/土・日   9:00～17:00

毎週月曜日休館
12月23日(水)、25(金)、29日(火)～1月3日(日)は、

休館になります。

l ibrary@fujikawaguchiko.ed.jphttp://www.fuj ikawaguchiko.ed.jp
0555-73-1212　　　0555-73-1358生涯学習館問い合わせ

◎本館読み聞かせ◎◎本館読み聞かせ◎

12月22日（火）うさぎのおやこ
12月  8日（火）ブラウンベア(えいご)

12月12日（土）
12月26日（土）

エトワールの会
パパのえほんタイム

●幼児～小学生低学年対象〈13:30～〉

●0・1・2・3歳対象〈10:30～〉

各図書館のおはなしくらぶ各図書館のおはなしくらぶ
12月の予定

大石・河口

上九一色

15日　河口3時5０分～
　　　  大石４時４５分～

17日　３時３０分～

火・木曜日

月～金曜日

午後3時～6時

午前8時30分～5時

分館 読み聞かせ 開館日 開館時間

（12時～1時は閉館）

※課題本は図書館で用意いたします。

第106回読書会第106回読書会第106回読書会
1冊の本から見える、いろんなキモチ。

日　時：１２月２６日（土） 午後２時～

場　所：生涯学習館　学習室１

課　題：「クリスマス物語」マルコ・レイノ著

P

P

小学生までのお子さんが　　 のある講座に参加すると、おはなし王国へのポイント年間合計に1講座２Ｐ加算されます。　P

ボランティア紹介　⑨ボランティア紹介　⑨ボランティア紹介　⑨

♪新着書案内♪

業務ボランティア

◎「シワ・たるみは９０秒でとれ

ます！」顔リフト革命/寺林陽介

著◎ガーデンリフォーム実例集

◎カラダによく効く野菜の食べ

方/白鳥早奈美著◎認知症介護を後悔しないための５４の

心得/工藤広伸著　　　その他

年末年始の休館のお知らせ年末年始の休館のお知らせ年末年始の休館のお知らせ
12月28日(月)～1月4日(月)は、閉館させていただきます。

ご不便おかけいたしますが、宜しくお願い致します。
1月5日(火)より開館いたします。尚、休館中の返却はブックポストにお願いします。

（視聴覚資料のブックポストへの返却はご遠慮願います）

　生涯学習館では、読み聞かせ等の行事ボランティアの
他に業務ボランティアの方々にもご協力いただいていま
す。本のカバーや書架整理、本の修理などの業務を行って
いただいています。

洋風おせち料理教室洋風おせち料理教室洋風おせち料理教室洋風おせち料理教室洋風おせち料理教室
おしゃれなおせちを作ってみませんか？

日　時：平成２７年１２月１６日（水）午後２時～

場　所：中央公民館

講師名：石原茂明氏 （風のテラス　ｋｕｋｕｎａ）

材料費：２０００円

持ち物：エプロン・三角巾

定　員：１２名（一般）

クリスマス・お正月セットクリスマス・お正月セットクリスマス・お正月セット
今年もぜひ読んで欲しい本をセットにしてみました。

１２月８日（火）から貸出致します。
司書選りすぐりの５つの物語にリボンをかけて・・・
素敵な１カ月（貸出期間）をプレゼント致します。
（読んだことのある本でもお取替えできません。
　　　　　　　　　　　おひとり１点でお願い致します。）

１月６日(水) 午後２時～

１月７日(木) 午後２時～

生涯学習館
日　時 場　所

エプロン
100円

小学1年生以上(地区に関係なく参加可能)
20名(お早めにお申込み下さい)

持ち物
参加費
対　象
定　員

河口分館

しろくまちゃんのホットケーキ
＆アニマシオン

しろくまちゃんのホットケーキ
＆アニマシオン
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町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　

と
こ
ろ
で
当
時
の
川
口
の
家
庭
は
ど
ん
な
家
族
構

成
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。本
組

に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
で
す
。な
お
、
こ
の

古
文
書
に
は
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
は
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
実
際
の
家
族
構
成
は
表
よ
り
若
干

多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す（
注
・
奉
公
人
を
含
む
）。

　

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
一
人
暮
ら
し
の
人
が
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。五
十
年
前
の
小
舟
津
（
船
津
村
の
内
）

の
例
と
比
較
す
る
と
、
違
い
が
大
き
く
大
変
注
意
を

惹
か
れ
ま
す
。ま
た
二

人
〜
五
人
家
族
が
多

く
、想
像
し
た
よ
り
小

家
族
だ
と
思
わ
れ
た

読
者
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。人

数
が
最
も
多
い
所
帯

は
十
三
人
を
数
え
る

本
庄
監
物
家
で
し
た

が
、こ
の
中
に
は
家
来

一
人
、
厄
介
人
二
人

（
内
一
人
は
妻
帯
者
）

の
計
四
人
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。こ
こ
で
い

う
厄
介
人
は
同
居
人

や
居
候
の
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
文
書
の

書
き
手
は
御
師
で
す

が
、女
性
の
配
偶
者
に

つ
い
て
御
師
の
場
合

は「
妻
」、御
師
以
外
は

「
女
房
」
と
区
別
し
て

記
載
し
て
お
り
、村
内

の
階
層
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ

も
注
意
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

　

最
高
齢
者
は
御
師
以
外
の
家
の
女
性
で
八
十
六

歳
、八
十
歳
以
上
は
彼
女
一
人
だ
け
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
古
文
書
で
あ
る
上
組
の
「
家
数
人
数

増
減
差
引
帳
」
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
と
四
年
の

上
組
の
戸
数
と
人
数
の
増
減
を
記
し
た
文
書
で
す
。

メ
モ
的
文
書
で
あ
る
た
め
、
不
明
瞭
な
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
総
戸
数
を
六
三

戸
と
記
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
総
戸
数
だ
け
の
記
で

御
師
と
御
師
以
外
の
内
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
。総
人
数

は
二
六
七
人
で
す
。翌
慶
応
四
年
の
総
戸
数
は
一
戸

増
加
し
て
六
四
戸
、
内
御
師
家
は
二
四
戸
と
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
御
師
以
外
の
家
は
四
〇
戸
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。前
年
比
一
戸
増
と
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
時
期
に
御
師
家
が
増
加
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

の
で
、
増
え
た
一
戸
は
御
師
以
外
の
家
と
考
え
て
良

い
で
し
ょ
う
。以
上
か
ら
、
慶
応
三
年
の
御
師
以
外
の

家
は
四
年
と
比
べ
て
一
戸
少
な
い
三
九
戸
、
御
師
家

は
慶
応
四
年
と
同
じ
二
四
戸
と
い
う
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
古
文
書
に
は
「
外
修
験
壱
戸
」
と
あ
り

ま
す
が
、
川
口
に
は
大
宝
院
と
呼
ば
れ
た
修
験
者
が

住
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。修
験
者
は

山
伏
と
考
え
て
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
近
世
に
は
修

験
者
が
居
住
し
て
い
る
村
落
も
多
く
、
例
え
ば
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
）
の
船
津
村
に
は
大
光
院
、
東
覚
院

と
呼
ば
れ
た
二
人
の
修
験
者
が
夫
婦
で
住
ん
で
お

り
、
東
覚
院
に
は
弟
子
が
一
人
同
居
し
て
い
た
こ
と
が
、

明
治
三
年
船
津
村
の
「
宗
門
人
別
改
帳
」（
富
士
河

口
湖
町
役
場
文
書
）に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
古
文
書
か
ら
幕
末
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
）の
川
口
村
の
総
戸
数
は
本
組
一
九
四
戸
、
上
組

六
三
戸
の
計
二
五
七
戸
、
人
数
は
本
組
七
二
八
人
、
上

組
二
六
七
人
の
計
九
九
五
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。ま
た
、
御
師
家
は
本
組
一
〇
四
戸
、
上
組

二
四
戸
の
計
一
二
八
戸
、
御
師
以
外
の
家
は
本
組
九

〇
戸
、
上
組
三
九
戸
の
計
一
二
九
戸
と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。村
内
は
御
師
家
と
御
師
以
外
の
家

で
ま
さ
に
二
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け

で
す
。前
月
号
で
述
べ
た
「
此
村
御
師
職
ノ
家
多
ク
農

家
少
シ
」と
あ
る『
甲
斐
国
志
』の
記
の
判
定
は
、
五
十

年
の
時
差
を
考
慮
し
て
、
五
分
五
分
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。も
っ
と
も
『
甲
斐
国
志
』
記
載
の
戸
数

は
二
七
一
戸
、
人
数
は
一
一
二
八
人
と
あ
り
ま
す
の

で
、
慶
応
三
年
の
人
数
は
や
や
少
な
い
感
じ
が
し
ま

す
。た
だ
し
、
こ
の
古
文
書
が
記
す
人
数
に
は
、
僧
侶

や
修
験
は
家
族
を
含
め
て
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
ら
も
含
め
た
さ
ら
な
る
調
査
検
討
が
必

要
に
な
り
そ
う
で
す
。そ
し
て
、
五
十
年
前
と
比
べ
て

実
際
に
人
口
が
減
少
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
原

因
の
究
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
し
、
前
月
号
で
触
れ

た
本
組
と
上
組
の
境
界
問
題
や
中
組
を
含
め
た
町
組

の
問
題
も
解
明
し
た
い
研
究
課
題
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

（
文
化
財
審
議
会
　
副
会
長
　
中
村
章
彦
）

慶
応
三
年
の
川
口
村
住
民
事
情
（
後
編
）

本
組
の
家
族
構
成

二
分
さ
れ
て
い
た
御
師
と
御
師
以
外
の
家

上
組
の
状
況

家族数
御師
その他
計
比率％
○小舟津
比率％
参

（注）単位は軒数。比率は％未満を四捨五入したので小舟津は101％になっている。
小舟津は文化15年（1818）の資料による。平成15年６月号の『広報』に掲載したもの。

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人 13人 計
12 18 20 12 20 9 6 3 2 1 1
24 10 13 14 13 9 3 4 0 0 0
36 28 33 26 33 18 9 7 2 1 1

5 25 29 33 21 6 4 3 1
19％ 14％ 17％ 13％ 17％ 9％ 5％ 4％ １％ 0.5% 0.5%

4％ 20％ 23％ 26％ 17％ 5％ 3％ 2％ １％

104
90
194

127

「当卯宗門帳　都留郡川口村本組」
（中村義孝家文書）の一部

け
い
お
う

け
ん
も
つ

ほ
か 

し
ゅ
げ
ん
い
っ 

こ

い
そ
う
ろ
う

や
っ
か
い
に
ん

に
ゅ
う
よ
う
じ

ほ
う
こ
う
に
ん
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ら
い

さ
い
た
い
し
ゃ

は
い
ぐ
う
し
ゃ

つ
ま

に
ょ
う
ぼ
う
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ふ
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つ

ひ
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さ
い
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し

ふ
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い
り
ょ
う

こ
の
む
ら

そ
う
り
ょ

き
ょ
う
か
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だ
い
ほ
う
い
ん
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く
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つ
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ま
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ん
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だ
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こ
う
い
ん
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く
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あ
ら
た
め
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ょ
う

じ
ゃ
っ
か
ん
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Nature in and around Mount Fuji 

ご意見・ご質問は、TEL (FAX) ０５５５－２０－３５１０　自然共生研究室まで

第４回「富士山自然保護大賞ジュニア」の表彰式と写真教室

平成２７年度「山梨県緑の活動発表会」が、武田の杜で行われました

特定外来植物アレチウリと絶滅危惧湿性植物の今年度３回目の調査

ショート・ニュースショート・ニュースショート・ニュース
○10月31日～11月1日に鳥取県で開催された第62回日本鱗翅学会で、「絶滅危惧ⅠB類ヒメシロチョウの個体群構造について」と題して、３
　年間のヒメシロチョウ成虫の生態調査の成果を発表しました。
○11月21日～24日に沖縄県で開催される第21回野生生物と社会学会で、「絶滅危惧ⅠB類ヒメシロチョウの発生消長に人為作用が及ぼす
　影響」と題して、ヒメシロチョウの発生に火入れや草刈りが与える影響について発表予定です。
○今年度のジュニアレンジャー県外研修は、12月13日に東京の国立科学博物館を見学する予定です。

　１１月１４日（土）に、第４回「富士山自然保護大賞ジュニア」の表彰式と写真教室が行われました（写真）。
　今年度の大賞（環境大臣賞）は、富士学苑中学校１年古屋奈保さんと３年古屋美侑さんの「富士山と噴火」
の自由研究で、地元の施設や本・ネットで噴火のことを調べると同時に、様々なキッチン実験で噴火の様子を再
現し、噴火に備える必要を訴えた力作です。写真部門大賞は、富士北稜高校２年三浦緋和さんの「群青雲」で、
空一杯に広がるサバ雲と富士山が刻々と変わっていく時間の流れを感じさせてくれるスケールの大きな作品で
す。ポスター部門大賞は、富士北稜高校２年刑部真弥さんの「ＯＢＥＹ　ＯＲＤＥＲＳ」で、富士山麓の産業廃
棄物が動物のすみかを脅かしている様子を細部まできれいに描きゴミを捨てないように訴えた力作です。自由
研究部門大賞は、小立小４年渡辺瑚菜さんの「噴火やマグマ・溶岩のしくみ」で、本やパソコンで調べると同時
に、富士山五合目や河口湖畔、胎内樹型の溶岩を見に行ったり、自分の予想をもとにまとめたのが評価されました。山梨県知事賞は、小立小５年
小俣礼亜瑠くんの「ハチの研究所」で、自宅にできた２種のアシナガバチの巣を学校に行く前にほぼ毎日観察し、３００枚をこえる写真をまとめ
た労作です。
　その他の富士河口湖町内の児童生徒の入賞作品は、以下の通りです。
　粟井英朗環境財団賞：小立小６年渡辺俊之介・吉田高校３年原田京佳、富士河口湖町長賞：勝山小５年浅川健太・富士北稜高１年本田果
鈴、山梨日日新聞社賞：小立小６年古屋紀佳、山梨放送賞：勝山小６年腰塚あずさ、ＮＨＫ甲府放送局賞：小立小６年及川叶恵・富士北稜高
１年小林愛（敬称略）です。入賞作品は、12月24日まで山梨県富士山科学研究所で展示された後、来年１～１０月に静岡・山梨両県の５市町村を
巡回して展示される予定です。

　今年度の「山梨県緑の活動発表会」が、11月7日（土）に甲府市武田の杜で開催され、富士河口湖町の「河口
湖緑の少年隊」の代表４名が富士・東部地区の代表として発表し、ご父兄や小立小学校中村校長先生も参加下
さいました。
　南都留理科サークルや富士山自然保護センターが協力して、富士河口湖町教育委員会が開催している「自然観
察教室」と「ジュニアレンジャー・ミニ調査」の活動を報告し、優良賞を受賞しました（写真）。残念ながら県代
表の優秀賞には届きませんでしたが、各回の自然観察教室やミニ調査で、一人一人が感じたことを発表してもらい
ました。
　「この活動を通して、本当に理科が好きになりました」、「一生に一度の体験が出来ました」、「生き物は、一匹・一匹が支えあって暮らしている
ことを知りました」、「回を重ねるごとに、何のために行っているかが、ようやくわかってきました」といった自分たちの言葉と、地元の写真家山中
重武さんが撮影して下さった楽しそうに活動している沢山のきれいな写真が参加者全員の心をとらえ、同時に、富士河口湖町の子供達はうらやま
しいといった感じをもたれたのではと思いました。これら「自然観察教室」と「ジュニアレンジャー・ミニ調査」は、富士河口湖町の誇りといえる
と思います。

　セブンｰイレブン記念財団から活動助成をいただき実施しているアレチウリと絶滅危惧湿性植物の今年度３
回目の調査を、山梨学院短大の大久保栄治先生・昭和大学の磯田進先生と共同で、１０月１３日に河口湖畔で
実施しました。
　河口地区では、８月に２０本ほどみられたアレチウリも草刈りされた場所にはなく、河畔に残った青い実のつ
いた若株数本を抜き防除しました。広瀬地区も水位が上がっており、新たに約３ｍ×３ｍの範囲で見つかりまし
た（写真）が、防除仕切れなかったため来年の春まで様子を見ることとしました。大石地区も、さらに水位が上
昇しており、８月に土手下にびっしり繁茂していたアレチウリも草刈りによってみられませんでした。勝山地区
でもアレチウリは全く確認されませんでした。絶滅危惧湿性植物も、河口湖の水位が８月よりさらに上昇し、湖

畔の部分が狭くなったこともあり、河口・広瀬・大石でカンガレイ・スジヌマハリイ・ジョウロウスゲが少数みつかったに留まりました。
　午後には、八木崎公園周辺の植物調査を行いましたが、定点調査地区も水位が上がり立ち入り出来ない場所がほとんどとなり、東の湖畔で６・
８月に確認されたジョウロウスゲ・カヤツリスゲ・スジヌマハリイ・コキツネノボタン・オナモミの群落は湖水に浸かっていました。来年は、水位とこ
れら絶滅危惧湿性植物の変化の関連を調べたいと思います。
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〜
共
に
考
え
ま
せ
ん
か　

男
女
共
同
参
画
〜

～この町でつながれる喜び～～この町でつながれる喜び～～この町でつながれる喜び～

富士河口湖町男女共同参画推進委員会ふじサンサン

通
信

小
林
千
代
子

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
何
の
知
識
も
な
く
飛
び

込
み
ま
し
た
。こ
の
一
年
数
か
月
、
色
々
な
事
を
学
び
ま
し

た
。そ
の
中
で
、
一
番
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
三
月
八
日
の

「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
の
、
富
士
急
山
梨
バ
ス
運

転
士
の
野
村
雅
子
さ
ん
の
講
演
で
し
た
。男
社
会
の
職
場
で

の
苦
労
・
生
き
が
い
・
三
人
の
子
ど
も
達
と
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
・
ご
両
親
へ
の
感
謝
、
こ
ん
な
に
努
力
し
頑
張
っ
て
い

る
女
性
が
い
る
事
に
感
動
し
ま
し
た
。今
の
自
分
が
恥
ず
か

し
い
と
さ
え
思
い
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
九
日
に
「
輝
く
女
性
応
援
会
議
i
n
山
梨
」
が

甲
府
で
開
か
れ
ま
し
た
。〝
家
庭
も
地
域
も
職
場
も
、
男
女
が

互
い
を
理
解
し
て
尊
重
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
〝
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。ま
さ
に
今
、
私
達
が
目
指
し
て
い
る
事

で
す
。

　
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
い
う
偏
見
を
捨
て
、
お
互
い
の
能

力
を
認
め
合
い
、
出
来
る
事
を
無
理
せ
ず
、
思
い
や
り
を
持

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
協
力
し
合
う
事
が
感
謝
に
つ
な
が
り
〝
あ

り
が
と
う
〞の
一
言
に
。

　
子
ど
も
は
、
親
の
背
中
を
見

て
育
つ
と
言
い
ま
す
。

　
親（
大
人
）が
、
仲
よ
く
協
力

す
る
姿
が
未
来
の
共
同
参
画

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

燦
々
と
　
女
性
の
パ
ワ
ー（
活
躍
）　
地
域
社
会
へ

ち
ょ
っ
と
△
男
と
女

ひ
と

ひ
と

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
年
、
放
課
後
の
遊
び
の
場

や
障
が
い
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
の
相
談
場
所
、

支
援
学
校
卒
業
後
の
子
ど
も
た
ち
の
「
居
場
所
」

が
欲
し
い
と
い
う
想
い
を
軸
に
、
ふ
じ
ざ
く
ら
支

援
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護
者
（
富
士
吉
田
・

富
士
河
口
湖
・
鳴
沢
・
忍
野
・
山
中
・
西
桂
）
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
平
成
十
七
年
「
こ
ど
も
の
未

来
を
考
え
る
会
め
い
び
い
」
と
し
て
法
人
化
し
ま

し
た
。
現
在
会
員
は
十
三
名
で
、
月
一
回
の
定
例

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
講
師
を
招
い
て
の
音
楽
療
法
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
等
の
野
外
活
動
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の
季

節
行
事
と
い
っ
た
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
内
容

や
、
近
郊
の
福
祉
施
設
へ
の
見
学
会
、
障
が
い
児

者
に
関
わ
る
法
律
や
制
度
に
関
す
る
説
明
会
へ
の

参
加
、
独
自
で
企
画
し
た
勉
強
会
の
開
催
等
、
保

護
者
向
け
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
過
去
に
は
、
富
士
北
麓
地
域
へ
の
医
療
福
祉
セ

ン
タ
ー
設
立
や
高
等
支
援
学
校
設
立
を
望
む
署

名
活
動
の
実
施
、
小
児
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
設
立

の
際
は
、
自
立
支
援
協
議
会
の
協
力
の
元
、
利
用
者

側
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
ま
と
め
た
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。一
人
で

は
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
に
踏
み
出
せ
な

い
ま
ま
で
い
る
領
域
で
も
、
多
く
の
仲
間
や
協
力

者
を
得
る
こ
と
で
、
色
々
な
考
え
方
や
方
法
が
生

み
出
さ
れ
道
は
開
け
ま
す
。
実
際
に
こ
れ
ら
の

活
動
は
、
こ
の
会
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
し
、
障
が
い
を
持
つ
当
事
者
や
支
援
者

が
、
暮
ら
し
や
す
い
世
の
中
に
近
づ
け
る
お
手

伝
い
が
出
来
た
と
い
う
経
験
は
、
正
に
プ
ラ
イ

ス
レ
ス
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
住
む
富
士
北
麓
地
域
の
障
が
い
福

祉
の
資
源
は
、
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
目
に
見
え
る
結
果
を
出
す
こ
と
が
難
し
い
活

動
が
多
い
中
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
次
の
一
歩

を
し
っ
か
り
意
識
す
る
こ
と
、
ま
た
、
共
に
歩
ん

で
い
た
だ
け
る
人
を
増
や
せ
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。興
味
を
持

っ
て
下
さ
っ
た
方
、
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
お
気
軽
に
定
例
会
へ
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先 

０
９
０-

５
７
５
３-

５
７
５
９ 

大
野

「
障
が
い
児
者
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

こ
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
会
め
い
び
い

大
國 

洋
子
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幸
せ
の
連
鎖

　
〜
あ
な
た
の
食
品
が
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
〜

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
で
は
、県
民
に
よ
る
食

品
の
寄
付
活
動『
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
』を
行
い
ま
す
。家
庭
で
余

っ
て
い
る
、賞
味
期
限
内
で
ま
だ
十
分
に
安
全
に
食
べ
ら
れ
る

缶
詰
、レ
ト
ル
ト
食
品
、乾
麺
、飲
料

や
菓
子
類
な
ど
保
存
性
の
高
い
食
品

を
集
め
て
、
経
済
的
理
由
な
ど
か
ら

食
べ
る
事
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に
届

け
て
い
ま
す
。

　

県
民
が
少
し
ず
つ
出
し
あ
っ
て
、

お
困
り
の
方
た
ち
を
支
え
る
活
動
で

す
。今
回
も
町
社
協
が
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
拠
点
（
食
品
の
集

荷
場
所
）と
し
て
協
力
し
ま
す
。

期
間…

平
成
27
年
12
月
１
日(

火)

〜
12
月
14
日(

月)

集
荷
場
所…

富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

注
意
事
項…

賞
味
期
限
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、期
限
が
１
か
月

　
　
　
　
　

以
上
の
も
の
。未
開
封
の
も
の
。破
損
で
中
身
が

　
　
　
　
　

出
て
い
な
い
物
。お
米
は
常
識
の
範
囲
で
古
く
な

　
　
　
　
　

い
物
。

問
合
せ
先

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨…

０
５
５‐

２
８
２‐

８
７
９
８

　

富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会　

７
２‐

１
４
３
０

※

第
２
回
フ
ー
ド
バ
ン
ク
こ
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同

　

時
開
催
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
支
援
の
た
め
の
ご
寄
付
を
募

　

集
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
30
日
（
金
）
に
健
康
増
進

並
び
に
相
互
の
交
流
を
目
的
に

町
民
体
育
館
で「
ふ
れ
あ
い
福
祉

運
動
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
、社
会
参
加
促

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
方
々
を
対
象

に
年
１
回
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
、身
体
障
害
者
福
祉

会
、ハ
ー
バ
ル
工
房
、パ
ル
パ
ル
、

ス
イ
ー
ト
ベ
リ
ー
か
ら
総
勢

４
８
０
名
が
参
加
し
、８
種
目
の

競
技
を
行
い
ま
し
た
。「
わ
か
っ

て
ち
ょ
う
だ
い
」「
一
発
勝
負
」

「
玉
入
れ
」
等
の
各
競
技
を
楽
し

み
、快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

　
　

優
　
勝
・
・
・
小
立
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
準
優
勝
・
・
・
足
和
田
老
人
ク
ラ
ブ

　　

な
お
、
民
生
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
競
技
進
行
な
ど

全
面
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。紙
面
を
お
借
り
し

て
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

第
12
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

第
12
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

第
12
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
』
開
催

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
』
開
催

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
』
開
催

芙
蓉
の
湯
、健
康
プ
ラ
ザ
へ
の

　
　
　
　
　
送
迎
バ
ス
の
運
休
に
つ
い
て

温
泉
送
迎
バ
ス
運
行
は
、12
月
29
日（
火
）〜
１
月
３
日

（
日
）ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 ♨ 健康プラザ・芙蓉の湯をご利用の皆さまへ

富士河口湖町役場　健康増進課

１２月２８日
１２月２９日
１２月３０日
１２月３１日
　１月  １日
　１月  ２日
　１月  ３日
　１月  ４日

休 館
午前10時～午後５時
午前10時～午後5時

休 館
休 館
休 館

午前10時～午後５時
休 館

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

健　康　プ　ラ　ザ

年末年始は、下記のとおりの営業となります。ご利用ください。
（送迎バスは、１２月２９日～１月３日まで運休となります。）

TEL 73-3738
１２月２８日
１２月２９日
１２月３０日
１２月３１日
　１月  １日
　１月  ２日
　１月  ３日
　１月  ４日

午前10時～午後６時
休 館

午前10時～午後５時
休 館
休 館
休 館

午前10時～午後５時
午前10時～午後6時

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

芙　蓉　の　湯 TEL 72-6626
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健康のまちづくり健康のまちづくり健康のまちづくり

元気はつらつ教室のご案内元気はつらつ教室のご案内元気はつらつ教室のご案内
1月開講　65歳からの筋トレ教室

男性料理教室（男料チャレンジ会）より会員募集のお知らせ

　いつまでもいきいきと健康に自分らしく過ごすためには、元気なうちから予防することが大切です。運動機能の低
下をできるだけ予防し、いつまでも元気で生活できる体力と意欲を維持することを目指した「元気はつらつ教室」を
開催します。
　ボールや椅子、アンクル（足首に付ける重り）などを使い、全身運動とストレッチを組み合わせた楽しい運動機能
向上講座です。ぜひお申し込みください。

　「男料チャレンジ会」は名の通り、いろいろな料理にチャレンジする男性のグループです。
　毎月１回、勝山ふれあいセンター調理室において、基本の調理を中心にちょっと手の込んだ料理もたまに、和気あ
いあいと調理実習・試食を行い、必要に応じて食事バランスのとり方や生活習慣病予防等の学習を行っています。
　１１月は、少ない塩分でも美味しく食べられる「かるしおレシピ」を参考に、塩分
２グラム未満で出汁の風味の効いた野菜たっぷりの料理をつくりました。
　今年度の今後の予定は１２月８日、１月１９日、２月９日、３月８日です。
興味のある方はぜひ、この機会に一緒に料理を始めてみませんか？見学だけでも
大歓迎です。皆さんのご連絡をお待ちしています！！

65歳～80歳位
1/8．15．22．29．　2/5．12．19．26．　3/4．11．18．25　　いずれも金曜日
1/8と3/18に体力測定を実施します。
14：00～15：30
健康プラザ 2階 来て！見て！実践室
10名程度 (定員になり次第締め切らせていただきます)
12/25(金)
水分補給のための飲み物
ARCA山梨　健康運動指導士　関本正志 先生

対　象
期　日

時　間
場　所
定　員

持ち物
締　切

講　師

膝や腰が痛くて

立ち上がりが大変

転ばないように下半身の

筋肉を鍛えたい
肩こりや足の疲れを

軽減したい

お問い合わせ・お申し込み　健康増進課 ☎ 72-6037

だんりょう

連絡先　090-5495-9059(外川)

年末年始、お酒を飲む機会が増える季節になりました。

あなたの飲酒習慣はどうですか？あなたの飲酒習慣はどうですか？あなたの飲酒習慣はどうですか？
わかっちゃいるけどやめられない！？

□ いつも飲み過ぎてしまう
□ 飲み始めると長々飲んでしまう
□ お酒を飲むと、食事はとらない。
□ 健診結果が悪いのは、お酒のせい？

飲酒した後、肝臓は一生けん命にアルコールの分解に努めていますが、
多量飲酒を長時間続けると、肝臓に大きな負担をかける事になります。
しかもアルコールはかなり高カロリー。飲み過ぎると内臓脂肪を増やします。
脂肪肝 → 肝炎 → 肝硬変 へと進んでいっては大変です！！

※飲み過ぎないようにちょっぴり注意して、楽しくお酒とお付き合いしてください。
お問い合わせ先　健康増進課　健康増進係　0555-72-6037

飲酒は適量に！！
ほどほどの量で楽しみましょう。

その１「適量を守る」
その２「休肝日を決める」
その３「飲んだら翌日しっかり動く」

飲み過ぎは
よくない。
でも、お酒は
やめたくない！
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～富士河口湖在宅医療推進協議会から～
　住み慣れた自宅での療養を望む住民の方が、希望する在宅ケアを受けられるように医療と介護の多職種が実際
にどのように連携を取って、みなさんの在宅ケアをサポートしているのか、6月号から事例を通して連載しながら関
わりについてご紹介しています。

事 例
疾 患 名
本人の様子

経 過

脳梗塞　左片麻痺
意識はぼんやりしているが会話は可能。ベッドの起き上がりに介助が必要。少し介助されて車いす
に乗る。食事は自分で食べることができる。排泄はおむつを使用している。
介護保険の申請をし、退院時にケアマネージャーを中心に本人を含め、各サービス担当者との話し
合いをする中で、訪問介護と福祉用具、訪問介護（ヘルパー）の利用とをしながら在宅生活を送る
ことになりました。
　Aさんがご自宅で生活して一ヶ月経過した頃、Aさんが体調を崩してしまいました。受診の結果
「低栄養」と診断されました。訪問看護師が栄養状態、食事の状況等を確認し主治医と相談した結
果、主治医の指示により管理栄養士が日常の食事について相談に乗り、食も進むようになりました。
　退院後しばらくは入院していた総合病院に通院していましたが、通うのも大変になってきたので
自宅の近くの開業医へ定期受診はできたらいいなと考えるようになりました。

Ａさん（男性・78歳）

今月は…開業医の紹介です。

　一般的には、病院から紹介状（それまでの状況をまとめたもの）を持参していただきます。家族の方やご本
人等とお話をして在宅での管理が可能であれば、主治医をお引き受けするという流れになります。Aさんの場
合も大体このような流れでお話が進むことになると思います。

◎総合病院を受診していた方が開業医に主治医になってもらうには・・・

◎在宅で療養生活してく中で開業医ができること
　定期的に通院できる方は通院していただき、通院できない方はこちらから訪問することになります。通常一般
的な診療、血液検査等により、経過観察を行っていくことになりますが、患者さんのお宅に持っていくことができ
る医療機械には限りがあり、どうしてもそれが必要な場合は、状況に応じて病院に検査をお願いすることもあり
ます。
　また、在宅で管理と経過観察を行っていく際には、介護関係の方や場合によっては訪問看護師とも連携してそ
の都度対応していくことになります。
　在宅での管理が困難になってしまった場合は、地域の病院（主に入院していた病院）と連携を取る等して、再入
院を含めた選択肢から対応策を考えることになります。
　在宅で療養生活を送る上で、医療面についてはご家族の負担（物理的にも、心理的にも）を、相当程度軽減で
きることにつながると考えています。ぜひ、いつでも気軽にご相談ください。

（富士河口湖町在宅医療推進協議会委員　青木医院　青木明）
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今回紹介する事業所は河口湖聖ヨハネケアービレッジです。

『理解促進研修・啓発事業』
健康科学大学　健康科学部　福祉心理学科　古川　奨

事業説明 事業所の取り組み

利用料・送迎について

～知っておきたい障害者にかかわる法律・制度のワンポイント紹介～

利用者の構成

スタッフ

事業所からのメッセージ

所在地・連絡先

取材をさせていただいての一言

身体障害者手帳（身体障害）、療育手帳（知的障害）、精神障害
者保健福祉手帳（精神障害・発達障害）の3種類があります。税
金・医療・移動費等の助成・援助が受けられます。先ずは富士河
口湖町役場福祉推進課へお問い合わせ下さい。

障害者手帳制度

　医療、高齢者福祉、障害福祉、公益の4つの部門を運営する社会福祉法人 聖ヨハネ会が、主に富士河口湖町
の知的障害を抱える方の生活をサポートするために設置している共同生活援助（グループホーム）です

100名以上からなる法人スタッフでつくられたボラン
ティア組織「協力会」で、施設利用者の充実した私生活
をサポートしています。協力会の中で相性等自分に合
った職員を指名し、外出等を一緒に行うことができま
す。野球観戦がしたい、東京ディズニーランドに行きた
い、新幹線に乗りたいといった大切な思いを予算建て
から一緒に行い叶えることができます。その他、通院
やお墓参り等の同行に利用することもでき、自分が大
切にしている時間を自分らしく過ごしていただけるよう
取り組んでいます。

家賃：18,500円 食費：20,000円 光熱費：9,000円 
雑費等：6,000円 昼食：希望により一食350円で提供
送迎：日中活動の場（富士北麓聖ヨハネ支援センター
等）へは無料で行っています。

山梨県南都留郡富士河口湖町船津5204-2　
電話・FAX 0555-72-4660　
URL: http://www.seiyohanekai.or.jp/fuji/
問い合わせ受付　月曜日～金曜日（9時～17時）　

利用者の皆さんを大切にしたい、一緒に大切な時間を
過ごし素敵な時間にしたい、そんな思いを持ったスタッ
フだからこそできる取り組みがあると感じました。ここ
で多くの方に自分の思いを叶え、充実した時間を過ご
して欲しいと思いました。

共同生活援助（グループホーム）：河口湖聖ヨハネケア
ービレッジでは、主に知的障害を抱える方に相談や日
常生活上の援助を行います。また、必要のある方には
入浴、排せつ、食事の介助といった介護サービスも行
います。その他、より自立に向けたステップとして、富
士吉田市でサテライト型グループホームのサービスも
展開しています。近隣病院の協力と富士聖ヨハネ学園
診療所が主治医としてかかわり、支援センターの看護
師が毎週巡回チェックするることで、体調管理を大切
にしながら、和やかな雰囲気の中、一人一人の要望を重
視した支援を目指しています。

法人の居宅支援専門スタッフは山梨地区全体で１６名
います。河口湖聖ヨハネケアービレッジでは7名の職員
が中心になり支援を行います。宿直時には、14名の法
人職員が必要に応じて支援に加わります。

定員10名+サテライト1名　（男性6・女性5）平均年齢
は49歳です。一人一人が個室を利用した生活が可能で
す。食事は、男女一緒に和気あいあいとした雰囲気の
中で行っています。

現在、一時宿泊等の体験部屋は用意していませんが、
ふじざくら支援学校を卒業する方等、多くの方に見学し
て頂いてます。見学をご要望の方は、ご連絡をお待ちし
ております。



肢体・内部障害等身体障害
視覚障害
聴覚障害
精神障害
富士河口湖町役場福祉推進課

富士河口湖町身体障害者福祉会
山梨県視覚障害者福祉協会河口湖支部
富士河口湖町聴覚障害者協会
ＮＰＯ五湖の会

会長　渡辺武士
支部長  近藤とみ子
会長  小佐野松雄
会長  渡辺和子
Tel. 0555-72-6028（直通）

Tel. 080-6719-1614
Tel. 090-2315-4040
Ｆax. 0555-83-2321
事務局  富士桜作業所Tel. 0555-24-5061
Ｆax. 0555-72-6027

　災害が起きたとき、障害のある方々が安全に避難し、安心して避難生活を送ることができるよう、地域の皆さんに知っておいて
いただきたいことをまとめました。
　障害のある方が安心できるということは、すべての方が安心できることにつながります。ぜひ、ご活用ください。

　災害が起きたとき、障害のある方々が安全に避難し、安心して避難生活を送ることができるよう、地域の皆さんに知っておいて
いただきたいことをまとめました。
　障害のある方が安心できるということは、すべての方が安心できることにつながります。ぜひ、ご活用ください。

肢体不自由の
障害者

視覚障害者

聴覚障害者

知的障害者

精神障害者

手や足、胴体などの機能に障害がありま
す。
自分で動ける人、杖や車いすが必要な人
など様々です。

緊急時には普段より移動が困難になりま
す。
自分で動けない場合は介助をお願いしま
す。

出入口の近くに場所を確保してください。
車椅子が通れる通路を確保してください。
スロープに物を置かないでください。

体の中の機能に障害があります。
人工透析などの専門的な治療を受けた
り、ペースメーカーなどの医療器具を使
用しています。

心臓や呼吸器の機能障害の場合、急激
な移動が苦手です。
本人の希望を確認し、必要であれば支援
をしてください。

食事や投薬、トイレの確保などにご配
慮下さい。
一般の方とは異なる配慮が必要な方が
います。

ストレスに弱く、人と対面することやコミュ
ニケーションが苦手な方がいます。

冷静な態度でやさしく声をかけてください。
本人の希望を確認し、必要であれば避難
所まで誘導して下さい。
突発的な行動をする場合がありますの
で、気を付けてください。

状況を知ることで不安が和らぐことがあ
りますので、分かりやすくゆっくり簡潔
に説明してください。

物事の理解に時間がかかります。
自分の考えや要求を伝えることが苦手で
す。
言葉を上手に使えません。

冷静な態度でやさしく声をかけてから、避
難所まで誘導してください。
突発的な行動をする場合がありますの
で、気を付けてください。

急に走り出したり、大声を出すなどのパ
ニックに陥ることがあります。
無理に押さえつけるは逆効果。
やさしく声をかけ見守ってください。

聴こえない、聴こえにくい状態です。 情報などは聞こえません。
肩をたたいて知らせてください。
筆談、身振りなどで周りの状況などを教
えてください。
手話のできる方はご協力ください。

情報は文字を使って簡潔に身振りで伝え
てください。
口を大きく開けてゆっくり話してください。

まったく見えない、ぼやける、かすむ、視野
が狭い（中心しか見えない）、周辺しか見
えないなど様々です。

周りの状況を教えてください。
どこに逃げれば安全か教えてください。
避難所まで誘導してください。

出入口の近くに場所を確保してください。
情報は音声で伝えてください。
盲導犬の必要性にご理解ください。

内部機能
障害者
心臓・腎臓・
呼吸器など( )

どの障害においても<見た目で分かる障害>と<見た目では分からない障害>があります。

障害者団体に加入すると情報が手に入りやすくなります。

富士北麓地域障害者自立支援協議会

●日頃からの備え●
　近所の方とのおつき合い
　ふだんから地域の活動に参加し、声を掛け合える関係を作りましょう。

　防災訓練への参加
　避難方法や避難場所を確認したり、地域の方に支援が必要な状況を理解してもらいましょう。

　防災についての話し合い
　避難場所や避難方法、連絡方法など、家族や介護者と話し合って決めておきましょう。

　助けに来てくれた人に見せられるよう、避難場所や連絡方法を書いておきましょう。

　家の中で物が倒れたり落ちるのをふせぐ
　室内でけがをしないよう、大きな家具類の転倒防止をしておきましょう。

　ガラスの破片などによるケガをしないために、スリッパなどの履き物を身近に用意しましょう。

　危険な場所の確認
　家のそばや避難所までの経路の危険な場所を知っておきましょう。（各市町村にハザードマップがあります）。

　非常持ち出し品の用意
　一週間分の水や食料などを用意しておきましょう。

　いつも飲んでいる薬は常にまとめておき、いざというときに持ち出せるようにしましょう。

　避難の際に自分の必要なものをあらかじめ準備しておきましょう。

障害の種類 どのような障害なのか 避難するときにお願いしたいこと 避難所で気をつけてほしいこと

災害時障害者サポートのポイント災害時障害者サポートのポイント

富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
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寒くなると水道管が凍結して破裂する恐れがあります。水道管やメーター器の破裂防止のため防
寒など管理にご協力をお願いします。

水道の凍結防止のお願い

屋外に露出している管に保温材や電熱線を巻いてください。
水道管の保温をする

メーターボックスの中に布や発泡スチロールを入れてください。
メーター器の保温をする

水道を使用しない場合は水抜き栓を閉めて、1つ蛇口を開け
水を抜いてください。

水抜きをする
他の対策ができないときは少量の水を出すことで凍結を防ぐ
ことができます。
※水量に応じて水道料金も増加しますので注意してください。

水を少し出しておく

水道が凍結してしまったり、破裂したときには、町内の指定工事店にご相談ください。※なお費用はお客様のご負担となります。水道が凍結してしまったり、破裂したときには、町内の指定工事店にご相談ください。※なお費用はお客様のご負担となります。

72-0823

73-2222

72-2649

83-5211

72-0172

72-2838

73-1661

73-2351

72-0178

72-1154

73-1252

72-1577

72-1168

72-1818

72-1338

72-1012

83-2977

(有)小佐野設備

フジコンストラクト㈱

中村管工

㈱熱研メンテナンス

梶原設備工業

渡辺設備

㈱ワタナベ工業

(有）綾部設備

富士見設備工業

協栄工業㈱

石原設備工業

(有)三友設備工業

㈱コバヤシ工業

渡伊設備工業

(有)鐘畑設備工業

梶原水道

光根設備工業

富士河口湖町船津3413-2

富士河口湖町船津3499-6

富士河口湖町船津3917

富士河口湖町船津6601-1

富士河口湖町船津910

富士河口湖町船津966-2

富士河口湖町船津1546-8

富士河口湖町船津2204-2

富士河口湖町船津3111-2

富士河口湖町船津3776

富士河口湖町船津7398

富士河口湖町小立2051

富士河口湖町小立1777-1

富士河口湖町小立1790-2

富士河口湖町小立2891

富士河口湖町小立4315-6

富士河口湖町小立788-2

72-1634

85-2753

82-2798

82-2623

82-2506

82-2456

82-2283

82-2152

82-2437

82-2531

76-8657

76-6630

76-7508

76-8768

89-2250

89-2141

(有)大星建設

㈱叶建設勝山営業所

丸修設備

倉沢設備

三浦設備

旭設備

古谷設備

古和設備

渡辺水設

共同土木㈱

貴家設備

(有)はやし設備

(有)外川設備工業

中村設備

富士ヶ嶺水道設備工業

(有)山光工業

富士河口湖町小立2207-１

富士河口湖町勝山314-1

富士河口湖町大嵐898-3

富士河口湖町西湖西13-1

富士河口湖町西湖南13-5

富士河口湖町長浜1218

富士河口湖町西湖2619

富士河口湖町西湖西3-7

富士河口湖町西湖南１4-2

富士河口湖町長浜1552-3

富士河口湖町大石1253-7

富士河口湖町大石2875-1

富士河口湖町河口1089

富士河口湖町河口1597-2

富士河口湖町富士ヶ嶺491

富士河口湖町富士ヶ嶺615
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年 末 の 交 通 事 故 防 止 県 民 運 動
平成２７年１２月１日（火）から１２月３１日（木）までの３１日間

　年の瀬は何かと気忙しく、日暮れが早くなったり、交通渋滞が起こりやすくなったりするなど交通事故の多発が心配されます。
　交通安全に心がけ、無事故で無事に新しい年を迎えましょう。

☆夕暮れ時や夜間の外出時は、反射材や明るい色の服装で！
☆運転する時には、携帯電話等の使用は厳禁です！
☆夕方早めにライトを点灯し、歩行者などに配慮した運転を！
☆飲酒運転を根絶させましょう！
☆シートベルト・チャイルドシートはすべての席で！
☆ルールとマナーを守り安全に自転車を利用しましょう！
☆二輪車事故を防止しましょう！

総務課 防災係　℡ 72-1112

～災害を体験した方のエピソード～ 「一日前プロジェクト」

内閣府「一日前プロジェクト」　http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/　総務課防災係　℡７２－１１１２

― 福岡水害（平成15年7月） ―　（福岡市 70代 男性 消防団員）

『土のう積みは消防団が災害出動。片づけは住民の手で～役割分担を理解して～』

　水害の危険がある時に、私たちが土のうを築いていると、「うちの裏の方に

も」って言われます。水害の場合は範囲が広すぎるから、なかなか手がまわり

ません。「待ってください。ここを積み終わらないと動けません」と言うと、「い

や、何人かでもいいから」って。でも、やはり１０人単位で行かないと、土のう積

みなんかもさばけないんですよ。で、「何で早くやってくれなかった」って、後で

文句を言われます。逆に、水が引くと、「邪魔になるから、土のうを早く片づけ

てくれ」と言ってくる。きれいだったら自分のとこに置いとって、汚れていたら

中の砂は何かに利用して、袋だけゴミに出してくれればいいんです。

　私たちも「土のう積みは災害出動でしますが、片づけは自分たちでするんで

すよ」ということを、住民の皆さんへ意識づけをせないかんと思っていますが、自主防災の役員の人たちもこういうことを

理解して、次の人にちゃんと引き継いでくれたらいいなと思いますね。

富士河口湖町消防団では
　　消防団員を募集しています
　町内に居住、または通勤している１８歳以上の方で男女問わず主婦、

会社員、学生など、どなたでも入団できます。災害につよい町づくりの

ためにあなたの力を消防団活動に活かしてみませんか？

問合せ先　総務課防災係　℡０５５５-７２-１１１２

防犯協会員として富士吉田警察署開催の地域
安心安全フェスティバルへ参加（船津分団）
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≪詳細問合せ先≫　西湖いやしの里根場総合案内所
3月～11月　午前9時～午後5時　無休

12月～２月　午前9時30分～午後4時30分　水曜日定休日

TEL；0555-20-4677　URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/
町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。
その際、免許証などご住所の確認できるものをご提示下さい。

匠や　企画展

八丁目会 12月のおススメ！

地域に根差して…
根場地区の第８番目の“組”です！

陶と香のかやぬま

紙屋　逆手山房

大石紬と布の館

土あそび富士炉漫窯

ちりめん細工・つるし飾り

おもいで屋

和膳屋　彩雲

食事処　里山

石挽き手打ちそば松扇

昔ながらの原料で懐かしい香りを作りませんか？

手書きの温もり。年賀状用の葉書を漉きませんか？

美顔ﾊﾟﾌとｼﾙｸ入り化粧水でお肌すべすべに…

福よ来い、来い、ふくろう茶碗

来年の干支(さる)の可愛い飾りがいっぱいです！

うるおい！馬油洗顔せっけん！！

寒い時にはピリ辛胡麻ほうとう！

自家製野菜のかきあげの入った熱々鍋焼きうどん

根強い人気「天ぷらそば」

からのお知らせからのお知らせからのお知らせ

但し、12月２日、23日、２月３日は営業いたします。

見晴らし屋 企画展

第６回漬物まつり 出店者募集
ワンちゃん足形陶芸体験

陶芸；米山　久志
藍染；米山のぶ子 陶芸；辻　優子

木工；三好克泰

現在開催中～12月29日(火)

現在開催中～1２月23日(水)

陶と藍の二人展

1月1日(金)～1月17日(日)
陶と木の二人展  手漉き紙「おおむらさき」

に見る世界風景写真 展

日常使いの器や
藍染の小物の展
示販売です。

日 程料 金

予 約

冬には欠かせないお漬け物。
自慢の自家製漬け物を販売いた
します。
出品者を募集しますので、お気軽
にお問い合わせください。

ワンちゃんとの共同作業です。
予約をお願い致します。
先着100ワンちゃんに
「小型犬用マント」プレゼント！
完成品は約１カ月後お送りします。（着払い）
いずれも町民特別価格となっています。

平成28年1月30日(土)、31日(日)
２月6日(土)7日(日)の４日間
午前10時～午後4時
　　　　担当；三浦

12月～2月の冬期営業期間限定プラン

小型・中型犬　2,000円(粘土300ｇ)
大型犬　　　　3,000円(粘土500ｇ)
土あそび富士炉漫窯 (前田)
℡ 080-5024-5735

冬の陽だまりⅠ

手漉き紙に印刷された写真は、情緒深く
神秘的な風合いを引き出すのに最適であ
り、目にも優しく見る者を魅了し、心が和
む作品ばかりです。世界中の美しい景色
をお楽しみ下さい。

冬の風物詩「削り花」作りの実演を行いま
す。
節の無い木を削り、花に見立てて飾るもの
で、元々花の咲かない冬期に、神社や道祖
神に豊作祈願で奉納したり、先祖供養で
墓前にお供えをしたことが由来と言われて
います。

地元産古代米の餅つき、地酒の酒粕を
使った甘酒のふるまい、獅子舞などの
催しに加え、羽根つきやコマ、メンコな
ど懐かしい遊び道具も用意し、皆様の
お越しをお待ちしております。

12月23日(水)、26日(土)、27日(日)
平成27年 1月1日(金)～3日(日)平成28年

霊峰富士を仰ぎながら、新年を「西湖いやしの里根場」で過ごし
ませんか？

いやしの里の行く年、くる年いやしの里の行く年、くる年いやしの里の行く年、くる年



The Kawaguchiko Stellar Theater. The December issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The December issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The December issue.

河口湖
ステラシアター通信

12月号

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ７２－５５８８までどうぞ

&
♪自然の香りが響きわたる♪

河口湖円形ホール河口湖円形ホール河口湖円形ホール
♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

河口湖円形ホール１２月公演

中嶋彰子　ソプラノリサイタル
12月23日(水・祝)12月23日(水・祝) 開場/15：30　開演/16：00ウィーンの香り2015

[出演] 中嶋彰子/ソプラノ　田中健/ピアノ

[曲目] F.シューベルト：夜曲／夜と夢／ます　　R.シューマン：『女の愛と生涯』作品４２

　　　F.ヴォルフ：『スペイン歌曲集』より        R.ワーグナー：『ヴェーゼンドンク歌曲集』　ほか

[料金] 全席自由　一般／3,５００円（会員３,１００円）

　　　　　　　　　高校生以下／１,５００円（会員１,３００円）

※都合により曲目の一部を変更する場合がございます。予めご了承ください。

※未就学児童の入場はご遠慮願います。
※1ドリンク・お菓子付き。

好評発売中!!

ピアノ／田中　健

★12/19（土）トーマス・ヴィンクラット公演と12/23（水・祝）中嶋彰子ソプラノリサイタル公演の
　お得な2公演共通券も販売しております。　　2公演共通券／一般6,500円　高校生以下2,800円

チケットに関するお問合せは・・・
河口湖ステラシアター　TEL：72-5588（火曜、祝翌日休館）

中嶋彰子／ソプラノ
　北海道生まれ。15歳で渡豪し、シドニー音楽院を卒業。1990年、全豪オペラ・コンクー
ルで優勝し、同年、シドニーとメルボルン、両オペラハウスでオペラ・デビューを果たす。
92年、イタリア・ナポリのサン・カルロ歌劇場で欧州デビュー。同年、オーストリアのイン
スブルック国際バロック音楽祭に出演し、中嶋がタイトルロールを歌った『アルチーナ』が
欧州放送連合より最優秀賞を受賞する。99年にはダルムシュタット州立劇場にて『ランメ
ルモールのルチア』の大役をこなし、オペラ誌「オーパンヴェルト」の最優秀新人賞にノミ
ネートされる。99年よりウィーン・フォルクス・オーパーの専属歌手となりトップスターとし
て活躍。現在に至るまで、スイス、ドイツ、イタリア、オランダ、デンマーク、フランス、スペ
イン、スウェーデン、オーストラリア、アメリカの劇場や音楽祭に活躍の場を広げ、日本を
代表する国際的な日本人ソプラノ歌手として世界各国で大きな注目を集めている。 
日本本格デビューは、99年シャルル・デュトワ指揮/NHK交響楽団のフォーレ「レクイエ
ム」。2012年からはプロデュースや演出にもジャンルを広げ、幅広い文化活動を展開して
いる。 第14回「出光音楽賞」受賞。モーツァルトハウス・ウィーン、アーティスティック・ア
ドバイザー。ウィーン工科大学建築設計学部非常勤講師。群馬観光特使。
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12月9日㊌今月の相談日 時間:午後1時30分～／午後2時30分～　　　場所:中央公民館  第2会議室

問合せ・申込み先　生涯学習課 【７２－6053】

女性なんでも相談のお知らせ（毎月第２･第４水曜日）

育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。相談は予約制（無料）です。

アンケートにご協力ください
Q1 町からの情報の入手方法は？

Q3 広報誌は…

広報誌 ・ ＣＡＴＶ ・ 町公式ホームページ ・ フェイスブック ・ メルマガ・ 
回覧・公民館などの掲示やチラシ・ その他（　　　　　　　　）

Q2 広報誌の入手方法は？
自治会配布 ・ 銀行やコンビニ等 ・ 町役場や出張所 ・ 
その他（　　　　　　　　）

すべて読んでいる ・ 関心のある分野のみ ・ 読んでいない

Q4 広報誌の情報量は　多い ・ ちょうどよい ・ 少ない

Q5 今月号の広報誌で必要ないと感じた記事とその理由

Q6 今月号の広報誌で役に立った記事とその理由

Q7 こんな面白い人がいる、取り上げてほしいことがあるなどの情報や、
広報誌に関するご意見、要望などご自由にお書きください

アンケートの答え・年齢・性別・地区（プレ
ゼントを希望の場合は住所と名前必須）
を明記し、点線で切り取り、はがきに張り
付けるか、メールで下記連絡先の政策財
政課までお送りください。
いただいた情報は厳重に管理し、目的以
外には使用いたしません。

〒401-0392　
山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700
　富士河口湖町役場
  　　政策財政課　広報担当　渡辺宛
e-mail:seisaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

回答方法

アンケート回答先

………………………………………

お答えいただいた方の中から、
抽選で10名様に

を差し上げます。

特製ふじぴょんタンブラー
（500ml）

※当選者は発送をもって
　　かえさせていただきます。

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

お
子
さ
ん

父

母

お
め
で
た

（
出
生
）

お
め
で
た
・
お
く
や
み
１０/1６
▼

１１/1２

届
出
人

お
く
や
み

（
死
亡
）

桐
畑
　
恵
茉
　
　
裕
　
明
・
美
由
紀
　
船
津

石
井
　
李
空
　
　
久
　
照
・
千
　
絵
　
船
津

権
守
　
優
杏
　
　
弘
　
樹
・
み
ゆ
き
　
船
津

宮
下
恒
太
郎
　
　
和
　
正
・
知
　
美
　
船
津

在
原
　
晃
陽
　
　
大
　
喜
・
絵
　
美
　
船
津

岩
佐
　
寧
々
　
　
克
　
圭
・
明
日
香
　
小
立

渡
邊
　
美
空
　
　
　
陽
　
・
美
　
穂
　
小
立

桑
原
　
碧
生
　
　
修
　
一
・
千
絵
美
　
小
立

太
田
さ
く
ら
　
　
広
　
之
・
つ
ぐ
み
　
河
口

堀
内
　
英
亜
　
　
　
努
　
・
志
　
信
　
大
石

倉
澤
く
る
み
　
　
謙
　
一
・
裕
　
子
　
勝
山

宮
下
　
紀
行
　
75
歳
　
宮
下
　
光
子
　
船
津

梶
原
ツ
ネ
子
　
85
歳
　
梶
原
　
一
郎
　
船
津

外
川
モ
ト
コ
　
93
歳
　
外
川
　
倍
美
　
船
津

外
川
さ
だ
　
　
94
歳
　
外
川
　
久
一
　
船
津

松
浦
　
鈴
美
　
77
歳
　
松
浦
　
鐡
夫
　
船
津

五
味
キ
ヱ
子
　
90
歳
　
内
山
　
真
妙
　
船
津

親
松
　
保
之
　
78
歳
　
親
松
　
保
彦
　
船
津

外
川
　
佐
重
　
89
歳
　
外
川
　
弥
平
　
小
立

渡
邊
　
成
行
　
84
歳
　
渡
邊
　
寛
康
　
小
立

岡
部
　
　
　
　
91
歳
　
岡
部
　
一
朗
　
小
立

渡
邊
　
　
繁
　
98
歳
　
渡
邊
　
　
悟
　
小
立

（河口分団）消防団の活動報告消防団の活動報告消防団の活動報告誇りを胸に 熱い

～自分に何ができるのか、探していた。これしかない！と思った。～ 消防団員募集中
消防団に入りたい方は総務課（72-1112）までご連絡下さい。
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河口分団では有事に備え日々訓練を実施しています。
１０月：移動消防学校
１１月：秋季総合防災訓練、防火パレード
　通年：台風・大雨警報発令時、
　　　　　　河川状況等パトロールなど

４月：早朝訓練
５月：森林パトロール
６月：河口地区初期消火訓練、
　　　　　忠魂碑の土留めの整理
７月：普通救命救急講習会
８月：ポンプ車操法訓練
９月：放水中継訓練 防犯パトロール、河口地区夜警パトロール、冬花火警備

今後の予定
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お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240

情
報
・
相
談
・
お
め
で
た
・
お
く
や
み

情
報
・
相
談
・
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・
お
く
や
み

●中央公民館　 午前10時～12時　  　　 　　●上九一色出張所　午後1時～3時
12月20日㈰

●中央公民館　 午前10時～午後2時
●勝山出張所　 午後  1時～ 4時

●足和田出張所　　 午後  1時～ 4時
●上九一色出張所　 午後  1時～ 4時実施日

弁護士相談

行政相談
心配ごと相談

●相談は予約制です● ※相談日の４日前までに政策財政課  ℡ 72-1129まで連絡してください。
　相談は、1人20分間です。

富士吉田市産業会館
月～金曜日（祝日を除く） 
午前９時～午後５時
多重債務相談　消費者問題相談 ほか

消費者問題のお悩みは

相談専用ダイヤル ℡0555－22－1577
富士吉田市消費生活センターへ

渡辺久美子 72－2849　 　 堀内 　洽　83－2304　　　 渡辺 秀樹　82－2424　 　 渡辺袈裟司　87－2316町の行政相談委員さん

http://www.kenkoudai.ac.jp
『健康大ブログ』好評発信中！

お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240

2016年度入学試験のご案内
富士山火山噴火講習会を開催

毎月第４火曜日　午後１時～４時　　富士山駅ビル(Ｑ－ＳＴＡ) 地下１階
予約受付　月～金曜（祝日除く）　　午前９時～午後５時
　相続・遺言・成年後見・登記に関する相談、家・土地に関する相談　
　会社に関する相談、借金・日常生活のトラブルに関する相談 ほか

℡055－253－2376

山梨県司法書士会総合相談センターの
司法書士無料相談（予約制）

健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします

 もっと知りたい！

健 康 大
 もっと知りたい！

健 康 大

世
帯

 
健康科学部

学科 試験日 会場

富士吉田・甲府

東京・松本

沼津・新潟

Ⅱ期 全学科 2016年  2月22日（月） 甲府・東京

Ⅰ期 ※本学独自の試験は

Ⅱ期 設けません。

看護学部

学科 試験日 会場

富士吉田・甲府

松本・沼津

Ⅱ期 看護学科 2016年  2月22日（月） 甲府

作業療法学科
福祉心理学科

一般入試
Ⅰ期 全学科 2016年  1月27日（水）

センター利用

入試種別

自己推薦入試 Ⅱ期 本学

全学科
2016年
1月16日（土）、17日（日）

本学AO入試 看護学科 2016年  3月15日（火）

2016年  3月15日（火）

入試種別

一般入試
Ⅰ期 看護学科 2016年  1月27日（水）

※健康科学部と看護学部では、「入試種別」等一部異なりますのでご注意ください。
※上記「本学」会場は、河口湖キャンパスでの実施となります。

2016年度 入学試験日程

　健康科学大学では、全学科で国家資格の取得を目指
し、医療・保健・看護・福祉の分野で活躍したいあなたの「な
りたい」を全力で応援します。
　本学では、2016年度入学試験を下記のスケジュールで
実施いたします。
　なお、大学案内・募集要項等の資料をご希望の方は、
下記の入試広報課までお問い合わせください。

　本学では、教職員が富士山
及び火山の噴火に対する正し
い知識を習得する必要がある
と考え、山梨県富士山科学研
究所のご協力を賜り、馬場章
先生(火山防災研究部非常勤
嘱託)を講師にお招きし、教職
員を対象とした「富士山火山
噴火講演会」を10月14日（水）
に開催いたしました。
　当日は、約70人の教職員が

参加し、富士山噴火の歴史や近年全国各地での火山噴火の事例を交え、実際に
富士山が噴火した場合の対処法等についてご指導いただきました。
　お忙しい中ご講演頂きました馬場先生、誠にありがとうございました。
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☎２３－４４４４ (富士五湖消防本部テレフォンサービス)
☎055-224-4199 (山梨県救急医療情報センター)

「広報富士河口湖」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

24時間対応 休日・夜間の救急医の問い合わせ先

 スイスツェルマットとの友好都市締結～表紙の写真～
　富士河口湖町とスイスにある観光地ツェルマットとの交流が決定し、お互
いに友好都市宣言書を交わしました。マッターホルンを有するツェルマット
はスイスを代表する観光地で、今年はマッターホルン初登頂成功から150年
という記念する年だそうです。
　この友好都市締結を記念してツェルマットから村長様、観光局長様、
登山鉄道マッターホルンゴッタルド鉄道（ＭＧＢ）のＣＥＯ様が町を訪れ、
友好の証としてとても大きなカウベルをプレゼントしていただきました。こ
れから先も長いお付き合いになります。さくやホールで鳴らされたカウベル
の音がお互いの絆を祝福しているように聞こえました。

広報広報
ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

をスマホで読もう
スマートフォンなどで使えるアプリ「i広報誌」で富士河口湖町の広報誌が読めます。
「いつでも」「どこでも」「お気軽に」広報富士河口湖をお楽しみください。

をスマホで読もう
スマートフォンなどで使えるアプリ「i広報誌」で富士河口湖町の広報誌が読めます。
「いつでも」「どこでも」「お気軽に」広報富士河口湖をお楽しみください。
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